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は
じ
め
に

　

本
資
料
は
「
高
嶺
三
吉
遺
稿
」（
金
沢
大
学
附
属
図
書
館
蔵
）
中
、
井
上
哲

次
郎
が
明
治
一
七
（
一
八
八
四
）
年
二
月
以
前
に
東
京
大
学
で
行
っ
た
「
東
洋

哲
学
史
」講
義
の
記
録
で
あ
る
。「
高
嶺
三
吉
遺
稿
」は
、高
嶺
三
吉（
一
八
六
一

〜
八
七
年
）
が
東
京
大
学
（
帝
国
大
学
）
選
科
在
学
中
に
残
し
た
聴
講
ノ
ー
ト

集
で
あ
る
。

本
資
料
の
意
義

　

井
上
に
よ
る
「
東
洋
哲
学
史
」
講
義
の
存
在
及
び
そ
の
経
緯
は
、
井
上
自
身

が
自
伝
で
言
及
し
て
い
る１

。
そ
の
た
め
従
来
の
井
上
研
究
で
も
そ
の
存
在
は
広

く
認
知
さ
れ
、
後
の
井
上
の
「
三
部
作
」
に
繋
が
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
て
き
た２

。
し
か
し
「
東
洋
哲
学
史
」
講
義
の
内
容
は
長
ら
く
不
明
な
ま
ま
で

あ
っ
た３

。

　

近
年
、
佐
藤
将
之
は
井
上
円
了
が
記
録
し
た
同
講
義
の
聴
講
ノ
ー
ト
（
以
下

「
円
了
本
」）
が
東
洋
大
学
井
上
円
了
研
究
セ
ン
タ
ー
に
保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と

を4

、
ま
た
町
泉
寿
郎
は
「
高
嶺
三
吉
遺
稿
」
の
中
に
同
講
義
を
記
録
し
た
と
思

わ
れ
る
部
分
が
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た5

。
し
か
し
、
依
然
と
し
て
そ
の
講

義
の
全
体
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
本
資
料
を
翻
刻
す
る
こ
と
は
、

特
に
初
期
の
井
上
哲
次
郎
に
関
す
る
研
究
に
と
っ
て
有
益
と
思
わ
れ
る
。ま
た
、

東
京
大
学
史
と
い
う
点
か
ら
言
え
ば
、
本
資
料
は
草
創
期
の
東
京
大
学
に
お
け

る
授
業
内
容
の
具
体
的
な
姿
の
一
斑
を
示
し
て
い
る
。
同
時
期
の
東
京
大
学
に

お
け
る
講
義
の
実
態
は
、東
京
大
学
史
史
料
研
究
会
編
『
東
京
大
学
年
報
』（
東

京
大
学
出
版
会
）
全
五
巻
中
に
示
さ
れ
た
各
教
授
・
講
師
陣
に
よ
る
授
業
報
告

（「
申
報
」）
に
よ
り
、
あ
る
程
度
は
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
の
、
な
お

も
不
明
な
点
が
多
い
。
そ
の
意
味
で
本
資
料
は
、
東
京
大
学
史
研
究
に
お
い
て

も
資
料
的
価
値
を
持
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
円
了
本
に
つ
い
て
は
現

在
翻
刻
が
計
画
さ
れ
て
お
り6

、
ま
た
後
述
す
る
よ
う
に
、
本
資
料
は
円
了
本
と

内
容
的
に
重
な
る
所
も
多
い
が
、
一
部
円
了
本
に
は
含
ま
れ
な
い
記
述
も
存
在

す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
本
資
料
は
独
自
の
価
値
を
持
つ
も
の
と
言
え
る
。

井
上
哲
次
郎
「
東
洋
哲
学
史
」
講
義

　

ま
ず
、井
上
の
同
講
義
に
つ
い
て
確
認
す
る
。井
上
は
明
治
一
三（
一
八
八
〇
）

年
に
東
京
大
学
文
学
部
を
卒
業
後
、
当
時
の
東
京
大
学
綜
理
・
加
藤
弘
之
の
勧

め
を
受
け
、
は
じ
め
文
部
省
編
輯
局
で
、
次
い
で
東
京
大
学
編
輯
所
で
『
東
洋

資
料
紹
介

　「
高
嶺
三
吉
遺
稿
」
中
の
井
上
哲
次
郎
「
東
洋
哲
学
史
」
講
義

水　

野　

博　

太
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哲
学
史
』
の
執
筆
に
従
事
し
た
。
そ
し
て
、
井
上
自
身
が
編
纂
し
た
「
巽
軒
年

譜
」
に
よ
れ
ば
、
明
治
一
六
（
一
八
八
三
）
年
九
月
か
ら
『
東
洋
哲
学
史
』
の

原
稿
に
基
づ
い
た
講
義
を
始
め
、
聴
講
者
は
井
上
円
了
、
三
宅
雄
二
郎
、
日
高

真
実
、
棚
橋
一
郎
、
松
本
源
太
郎
等
十
数
名
が
い
た
と
い
う7

。

　

と
こ
ろ
で
、
円
了
本
を
根
拠
と
し
て
、
実
際
の
開
講
時
期
は
明
治
一
五
年
末

か
ら
で
あ
る
と
す
る
佐
藤
将
之
の
議
論
が
あ
る8

。
円
了
本
に
は
、
講
義
の
日
付

と
し
て
「
明
治
十
六
年
一
月
ヨ
リ　

第
五
講　

一
月
十
一
日
」
と
い
う
表
記
が

あ
り9

、
以
後
ほ
ぼ
一
週
間
ご
と
に
講
数
と
日
付
が
進
み
、「
第
十
七
講　

六
月

一
日
」
で
終
わ
っ
て
い
る11

。
一
方
で
、
明
治
一
五
（
一
八
八
二
）
年
一
二
月
当

時
の
在
籍
学
生
を
確
認
す
る
と
、
井
上
円
了
（
二
年
）、
三
宅
雄
二
郎
（
四
年
）、

日
高
真
実
（
一
年
）、
棚
橋
一
郎
（
三
年
）
ら
に
つ
い
て
は
確
認
で
き
る
も
の

の11

、
井
上
哲
次
郎
が
聴
講
者
の
一
人
と
し
て
記
憶
す
る
松
本
源
太
郎
に
つ
い
て

は
在
籍
を
確
認
で
き
ず
、
そ
の
翌
年
度
の
明
治
一
七
（
一
八
八
四
）
年
二
月
時

点
で
初
め
て
在
籍
を
確
認
で
き
る11

。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

高
嶺
三
吉
お
よ
び
「
高
嶺
三
吉
遺
稿
」
に
つ
い
て

　

次
に「
高
嶺
三
吉
遺
稿
」に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
高
嶺
は
文
久
二（
一
八
六
一
）

年
に
金
沢
に
生
ま
れ
、
明
治
一
六
（
一
八
八
三
）
年
九
月
に
東
京
大
学
文
学
部

に
選
科
生
と
し
て
入
学
し
た
が
、
卒
業
直
前
の
明
治
二
〇
（
一
八
八
七
）
年
七

月
に
病
没
し
た
。
高
嶺
の
死
後
、
彼
の
ノ
ー
ト
を
中
心
と
す
る
遺
稿
が
友
人
ら

の
手
に
よ
っ
て
『
高
嶺
君
遺
稿
』（
早
川
千
吉
郎
編
、
一
八
八
八
年
）
と
し
て

編
纂
・
出
版
さ
れ
た
が
、
こ
れ
と
は
別
に
大
量
の
聴
講
ノ
ー
ト
が
第
四
高
等
中

学
校
に
寄
贈
さ
れ
、金
沢
大
学
へ
と
継
承
さ
れ
た
。
こ
れ
が
「
高
嶺
三
吉
遺
稿
」

で
あ
る
。
高
嶺
の
関
心
は
主
に
西
洋
哲
学
に
あ
り
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
が
行
っ
た
哲

学
史
講
義
の
ノ
ー
ト
（
英
文
）
が
「
高
嶺
三
吉
遺
稿
」
中
の
大
部
分
を
占
め
て

い
る11

。
本
資
料
は
、
表
紙
に
「
支
那
哲
学
・
印
度
哲
学
・
精
神
病
学
」
と
の
シ
ー

ル
が
貼
ら
れ
た
合
冊
本
の
中
の「
支
那
哲
学
」の
部
分
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。「
支

那
哲
学
」
は
次
の
よ
う
な
全
五
巻
か
ら
な
る
。

①
「
明
治
十
九
年
一
月　

支
那
哲
学　

巻
一
」

②
「
支
那
哲
学　

巻
弐11

」

③
「
明
治
十
九
年
二
月
十
二
日　

支
那
哲
学　

巻
之
参
」

④
「
明
治
十
九
年
十
月
一
日
綴
之　

帝
国
大
学
教
授
島
田
先
生
述　

支
那
哲
学

講
義　

巻
之
壱
」

⑤
「
明
治
廿
年
二
月
廿
五
日　

支
那
哲
学　

巻
弐
」

　

こ
れ
ら
の
う
ち
、
本
稿
で
は
①
及
び
②
を
翻
刻
す
る
。
こ
の
部
分
は
井
上
哲

次
郎
の
講
義
の
記
録
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る11

。

各
部
分
の
概
要

　

次
に
、
本
資
料
①
及
び
②
の
具
体
的
な
内
容
を
確
認
す
る
。
①
及
び
②
の
中

で
も
、
筆
致
や
記
録
の
特
徴
に
つ
い
て
差
異
が
見
ら
れ
、
こ
れ
ら
を
更
に
分
割

し
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、①
と
②
を
そ
れ
ぞ
れ
を
二
つ
に
分
け
、

Ⅰ
：
①

−

１
、
Ⅱ
：
①

−

２
、
Ⅲ
：
②

−

１
、
Ⅳ
：
②

−

２
と
す
る
。
以
下
に

各
部
分
の
概
要
を
示
す
。

　

①

−

１
は
横
書
き
の
整
っ
た
筆
致
で
、ペ
ン
で
記
録
さ
れ
て
い
る
。ま
ず「
性
」

と
「
道
」
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
、
性
に
つ
い
て
は
孟
子
を
画
期
と
し
、
孟
子
以

前
と
し
て
は
『
詩
経
』『
書
経
』『
論
語
』『
中
庸
』
等
を
、
孟
子
以
後
に
つ
い

て
は
朱
熹
に
至
る
ま
で
の
性
論
を
簡
潔
に
述
べ
る
。
ま
た
道
に
つ
い
て
は
、
伝

説
的
な
「
三
墳
五
典
」
に
言
及
し
、
そ
こ
で
は
「
ナ
チ
ュ
ラ
ル
・
ロ
ー
」（
自

然
法
）
に
相
当
す
る
「
天
道
」
が
述
べ
ら
れ
て
い
た
と
す
る
。
次
い
で
、
道
を

論
じ
た
老
子
に
つ
い
て
、
孔
子
と
の
比
較
の
視
野
を
持
ち
な
が
ら
論
じ
る
。
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①

−

１
の
末
尾
で
は
、「
支
那
哲
学
総
論
」
と
し
て
「
支
那
哲
学
」
の
時
期

区
分
が
示
さ
れ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、第
一
期（
伏
犠
〜
東
周
）は「
発
達
ノ
世
」

で
あ
り
、
哲
学
の
要
素
は
「
胚
胎
」
さ
れ
て
い
た
も
の
の
「
混
沌
ト
シ
テ
哲
学

分
立
セ
ズ
」と
い
っ
た
状
況
で
あ
っ
た
。
第
二
期（
東
周
〜
秦
）は「
思
弁
ノ
世
」

で
あ
り
、「
哲
学
」
が
栄
え
「
新
説
新
論
最
モ
多
シ
」
と
い
う
時
期
で
あ
っ
た
。

第
三
期
（
漢
〜
唐
・
五
代
）
は
「
継
述
ノ
世
」
で
あ
り
、
秦
の
焚
書
、
ま
た
漢

代
の
儒
学
一
尊
に
よ
り
「
哲
学
」
は
衰
え
た
。
第
四
期
（
宋
〜
明
）
は
「
調
停

ノ
世
」
で
あ
り
、
仏
教
の
流
行
を
背
景
に
、
儒
学
に
も
仏
教
の
影
響
を
受
け
た

説
が
登
場
し
た
が
、結
局
は
そ
れ
は
旧
説
の
「
レ
コ
ン
サ
イ
ル
」（
調
和
・
調
整
）

に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
第
五
期（
清
以
降
）は「
考
拠
ノ
世
」で
あ
り
新
説
は
な
い
。

　

①

−

２
は
ペ
ン
に
よ
る
縦
書
き
に
変
わ
る
。
筆
致
は
や
や
崩
れ
る
。
こ
こ
で

は
儒
学
の
概
説
が
行
わ
れ
る
。
孔
子
の
思
想
及
び
経
歴
、
五
経
や
『
論
語
』
等

の
主
要
テ
キ
ス
ト
、
老
荘
と
比
較
し
た
際
の
孔
子
の
学
風
の
特
徴
が
述
べ
ら
れ

て
お
り
、
ま
た
宋
代
の
諸
儒
に
加
え
、
荻
生
徂
徠
と
伊
藤
仁
斎
も
言
及
さ
れ
て

い
る
。

　

②

−

１
は
毛
筆
に
よ
る
縦
書
き
で
あ
り
、
筆
致
は
か
な
り
崩
れ
る
。
こ
こ
で

は
主
に
孔
子
自
身
の
思
想
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
る
。「
仁
」「（
天
）
命
」「
道
」

「
政
治
」
と
い
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
を
単
位
と
し
て
、『
論
語
』
等
の
文
献
を
引
用

し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
解
説
を
行
っ
て
い
る
。

　

②

−

２
は
ペ
ン
に
よ
る
縦
書
き
で
あ
る
。
引
き
続
き
孔
子
を
論
じ
て
お
り
、

そ
の
「
利
」
及
び
「
愛
」
に
つ
い
て
解
説
し
た
上
で
、「
欧
学
」
と
の
共
通
点
、

ま
た
「
欧
人
」
の
孔
子
批
評
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
そ
の
後
は
孔
子
以
降

の
孔
子
学
派
の
解
説
へ
と
移
り
、
子
思
（『
中
庸
』）、
孟
子
、
荀
子
、
揚
雄
の

解
説
が
続
く
。

円
了
本
と
の
比
較

　

次
に
、
本
資
料
を
円
了
本
と
比
較
す
る
。
円
了
本
は
和
装
本
に
右
か
ら
左
へ

の
縦
書
き
で
記
録
さ
れ
て
い
る
。「
東
洋
哲
学
史　

井
上
円
了　

井
上
哲
次
郎

氏
口
述
」
と
の
筆
記
か
ら
始
ま
り
、
最
初
の
数
ペ
ー
ジ
は
「
第
○
講
」
と
い
う

表
記
の
な
い
ま
ま
連
続
し
た
記
述
が
続
く
が
、「
第
四
講
」
以
降
は
講
数
が
、「
第

五
講
」
以
降
は
講
義
の
日
付
や
当
日
の
天
候
も
記
録
さ
れ
る
。
ま
た
「
第
六
講

　

一
月
十
八
日
」
の
欄
外
に
は
「
論
文
題　

論
孔
老
二
氏
之
学　

二
月
十
五
日

為
期
」
と11

、
中
間
課
題
と
提
出
期
限
と
思
わ
れ
る
メ
モ
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら

も
、
円
了
が
井
上
哲
次
郎
の
講
義
を
、
明
治
一
五
（
一
八
八
二
）
年
末
か
ら
翌

年
七
月
に
掛
け
て
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
近
い
形
で
記
録
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。

　

本
資
料
と
円
了
本
を
対
応
さ
せ
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
①

−

１
は
、
円

了
本
に
対
応
す
る
記
述
が
な
い
。
①

−

２
は
、円
了
本
の
冒
頭
か
ら
「
第
四
講
」

の
途
中
（
一
〇
葉
表
）
ま
で
と
ほ
ぼ
同
内
容
で
あ
る
。
②

−

１
は
、
そ
の
直
後

か
ら
「
第
八
講
」
の
途
中
（
二
一
葉
表
）
ま
で
と
ほ
ぼ
同
内
容
で
あ
る
。
②

−

２
は
、
そ
の
直
後
か
ら
円
了
本
の
最
後
す
な
わ
ち
「
第
十
七
講
」
の
末
尾
ま
で

と
ほ
ぼ
同
内
容
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
「
ほ
ぼ
同
内
容
で
あ
る
」
と
は
、
多
少
の
異
同
は
あ
る
も
の
の
、
議

論
の
流
れ
や
引
用
さ
れ
る
漢
籍
の
内
容
は
も
ち
ろ
ん
、
文
章
表
現
も
お
お
よ
そ

一
致
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
例
え
ば
、
①

−

２
の
冒
頭
近
く
の
一
節
に

つ
い
て
両
者
を
比
較
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
（
傍
線
引
用
者
）。

（
高
嶺
）「
孔
孟
ノ
道
は
全
ク
二
子
ノ
思
考
ニ
出
タ
ル
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ス
。
其
本
ツ

ク
ト
コ
ロ
ハ
唐
虞
禹
湯
文
武
ニ
ア
リ
ト
雖
、
二
子
ノ
増
舒
附
加
ス
ル
モ
ノ
尠
ト

セ
ス
。」

（
円
了
本
）「
由
来
○
孔
孟
ノ
道
ハ
全
ク
二
子
ノ
思
考
ニ
出
デ
タ
ル
モ
ノ
ニ
ア
ラ
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ス
。
其
本
ツ
ク
所
ハ
虞
唐
禹
湯
文
武
ニ
ア
リ
ト
雖
ト
モ
、
二
子
ノ
増
飾
附
加
ス

ル
モ
ノ
尠
シ
ト
セ
ス
。」

　

そ
の
た
め
、
本
資
料
①

−

２
か
ら
②

−

２
ま
で
は
、
井
上
哲
次
郎
の
講
義
の

記
録
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

次
に
、
円
了
本
に
対
応
す
る
部
分
の
な
い
①

−

１
の
内
容
の
由
来
が
問
題
と

な
る
。
と
こ
ろ
で
『
東
京
大
学
法
理
文
三
学
部
一
覧
』
に
よ
れ
ば
、
井
上
哲
次

郎
は
明
治
一
五

−

一
六
年
度
と
明
治
一
六

−

一
七
年
度
の
両
年
度
に
お
い
て
、

助
教
授
と
し
て
「
東
洋
哲
学
史
」
を
講
じ
る
予
定
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
い

る11

。
そ
こ
で
、
次
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
井
上
哲
次
郎
は
、
明
治

一
五

−

一
六
年
度
の
学
期
途
中
よ
り
講
義
を
開
始
し
、明
治
一
六
（
一
八
八
三
）

年
七
月
を
以
て
一
旦
は
完
結
し
た
も
の
の
、
九
月
す
な
わ
ち
新
学
期
か
ら
再
び

講
義
を
開
始
し
た
。
そ
の
際
、
恐
ら
く
は
前
年
度
と
重
複
す
る
部
分
を
含
み
な

が
ら
も
、
①

−

１
に
相
当
す
る
部
分
が
新
た
に
付
け
加
え
ら
れ
た
。
つ
ま
り
、

井
上
哲
次
郎
が
自
撰
の
年
譜
で
明
治
一
六
（
一
八
八
三
）
年
九
月
に
「
始
め
て

東
洋
哲
学
史
の
講
義
を
開
く
」
と
し
た
の
は
誤
り
で11

、
実
際
に
は
前
年
度
よ
り

講
義
を
始
め
て
い
た
。
先
述
の
松
本
源
太
郎
は
、
そ
も
そ
も
松
本
の
聴
講
自
体

が
井
上
の
記
憶
の
誤
り
で
な
い
と
す
れ
ば
、
明
治
一
六
（
一
八
八
三
）
年
九
月

か
ら
初
め
て
講
義
に
参
加
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

①

−

１
が
井
上
哲
次
郎
の
講
義
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
し
て
は
、
ま
ず

先
述
の
「
支
那
哲
学
」
の
時
期
区
分
の
問
題
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
町
泉

寿
郎
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
時
期
区
分
は
、
井
上
哲
次
郎
が
留
学
か

ら
帰
朝
後
に
講
じ
た
「
支
那
哲
学
史
」
講
義
に
お
い
て
示
さ
れ
た
時
期
区
分
と

一
致
す
る11

。
ま
た
、
①

−

１
で
は
諸
子
百
家
と
西
洋
の
哲
学
者
が
比
較
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
は
留
学
後
の
講
義
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
対
応
関
係
も
多

く
の
場
合
一
致
す
る11

。
更
に
、
①

−

２
に
登
場
す
る
医
学
書
『
誥
道
大
素
』
の

名
前
が
①

−

１
に
お
い
て
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、
①

−

１
の
末
尾
に
見

え
る
「
周
濂
溪
ハ　

太
極
ヲ
主
ト
シ
」
以
下
と
ほ
ぼ
同
様
の
部
分
が
①

−

２
の

末
尾
に
も
見
え
る
こ
と
等
か
ら
も
、
①

−

１
は
井
上
哲
次
郎
の
講
義
を
記
録
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

各
部
分
の
記
録
方
法
お
よ
び
特
徴

　

最
後
に
、
各
部
分
の
記
録
方
法
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
ま
ず
言
え
る
こ
と

は
、
本
資
料
に
は
、
講
義
を
直
接
記
録
し
た
も
の
と
は
思
い
難
い
箇
所
が
全
体

に
渡
っ
て
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
①

−

１
に
は
「
列
子
力

命
篇
」
と
す
べ
き
所
を
「
列
子
ガ
命
篇
」
と
し
た
箇
所
等
が
あ
る
。
ま
た
、
①

−

２
に
は
「
呉
才
老
［
＝
呉
棫
］、
朱
晦
菴
両
人
」
と
す
べ
き
所
を
「
呉
才
、

老
朱
晦
菴
両
人
」
と
誤
っ
て
区
切
っ
た
箇
所
等
が
あ
る
。
ま
た
、
②

−

１
に
お

い
て
も
「
日
月
」
を
「
明
」
と
し
た
箇
所
や
、②

−

２
で
も
「
矯
」
を
「
弓
焉
」

と
し
た
箇
所
等
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
他
人
の
ノ
ー
ト
を
筆
写
し
た
際
に
、
漢

学
を
専
門
と
し
な
い
高
嶺
ゆ
え
の
転
写
ミ
ス
が
発
生
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。

　

そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
高
嶺
は
誰
の
ノ
ー
ト
を
写
し
た
の
か
。
本
資
料
の
多

く
の
部
分
が
円
了
本
と
ほ
と
ん
ど
一
致
し
て
い
る
こ
と
は
先
に
述
べ
た
が
、
円

了
本
を
直
接
筆
写
し
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
本
資
料
で
は
円
了
本
未
収
録
の
①

−

１
が
冒
頭
に
来
て
い
る
上
に
、
円
了
本
に
存
在
す
る
記
述
が
不
自
然
に
欠
落

し
て
い
る
箇
所
も
あ
る（
注（
51
）参
照
）。更
に「
日
月
」を「
明
」と
し
た
り
、「
矯
」

を
「
弓
焉
」
と
す
る
等
、
縦
書
き
の
円
了
本
を
筆
写
し
た
の
で
あ
れ
ば
犯
し
難

い
よ
う
な
転
写
ミ
ス
が
発
生
し
て
い
る
。
現
時
点
で
の
資
料
的
制
約
の
範
囲
内

で
推
測
す
る
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
円

了
本
を
母
体
の
ひ
と
つ
と
す
る
、
井
上
哲
次
郎
が
留
学
以
前
に
行
っ
た
講
義
を
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記
録
し
た
ノ
ー
ト
（
お
そ
ら
く
は
横
書
き
）
が
当
時
学
生
の
間
で
流
通
し
て
お

り
、
高
嶺
は
こ
れ
を
筆
写
し
た
の
で
あ
っ
て
、
①
の
表
紙
に
あ
る
「
明
治
一
九

年
一
月
」
と
は
、
そ
の
筆
写
時
期
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
現

時
点
で
は
確
実
な
資
料
的
根
拠
を
伴
わ
な
い
仮
説
に
過
ぎ
な
い
。

凡
例

○ 

全
体
を
Ⅰ
：
①

−

１
、
Ⅱ
：
①

−

２
、
Ⅲ
：
②

−

１
、
Ⅳ
：
②

−

２
の
四
部

に
分
け
て
示
す
。

○ 

漢
字
は
新
字
体
に
統
一
し
た
。
合
略
仮
名
「
コ
ト
」「
ト
キ
」「
シ
テ
」
等
も
、

開
い
た
カ
タ
カ
ナ
表
記
に
統
一
し
た
。

○
ひ
ら
が
な
・
カ
タ
カ
ナ
の
表
記
の
揺
れ
は
そ
の
ま
ま
と
し
た
。

○
読
み
や
す
さ
の
た
め
、
翻
刻
者
が
適
宜
句
読
点
を
加
え
た
。

○ 

［　

］内
は
翻
刻
者
に
よ
る
補
足
を
示
す
。【　

】内
は
原
資
料
で
割
注
と
な
っ

て
い
る
も
の
を
示
す
。
そ
の
他
「　

」
及
び
（　

）
の
括
弧
表
記
は
原
資
料

の
ま
ま
で
あ
る
。

○ 

本
資
料
で
は
漢
籍
が
多
数
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
字
数
の
都
合
上
、
出
典
の

紹
介
は
ご
く
一
部
に
限
定
し
た
。

○ 

誤
記
や
漢
籍
の
写
し
間
違
い
と
思
わ
れ
る
箇
所
に
は
「
マ
マ
」
と
傍
書
し
、

必
要
に
応
じ
て
［　

］
内
に
補
っ
た
。

○ 

原
文
の
字
下
げ
や
「
○
」
等
の
記
号
の
配
置
、書
き
損
じ
に
よ
る
訂
正
等
は
、

可
能
な
限
り
原
文
を
再
現
し
た
。
た
だ
し
行
の
末
尾
に
お
い
て
、
改
行
し
た

の
か
或
い
は
次
の
行
ま
で
連
続
し
て
記
述
し
て
い
る
の
か
が
不
明
な
場
合
に

は
、
適
宜
翻
刻
者
が
判
断
し
て
改
行
し
た
。

本
文

Ⅰ
：
①

−
１

◯
性
論

孟
子
以
前
性
論
ノ
端
緒

　

詩
大
雅
烝
民　

天
生
烝
民
、
有
物
有
則
。
民
之
秉
彝
、
好
是
懿
徳
。

　

易
繫
辞　
　
　

一
陰

一
陽
之
謂
道
、
継
之
者
善
也
、
成
之
者
性
也
。

　

書
湯
誥　
　
　

性マ
マ

皇
上
帝
、降
衷
于
下
民
。
若
有
恒
性
、克
綏
［
厥
］
猶
惟
后
。

　

論
語　
　
　
　

性
相
近
［
也
］、
習
相
遠
也
。

　

中
庸　
　
　
　

天
之マ

マ

命
之

謂
性
、
順マ

マ

性
之
謂
道
。

性
善
ノ
元
祖
ハ
孟
子
ナ
リ
。

　

其
言
ニ
云
ク　

人
性
之
善
也
、
猶
水
之
就
下
也
。

　

又　
　
　
　
　

牛
山
之
木
嘗
美
矣
云
々
。

　

又
外
書
ニ　
　

有
善
無
悪
天
也
、
有
善
有
悪
人
也
。

　

又
云　
　
　
　

人
之
性
善
、
今
人
之
性
不
善
、
皆
失
喪
其
性
故
也
。

次
孟
者
ハ
荀
子
ナ
リ
。

　

其
言
ニ
云
ク　

性
悪
也
（
原
告
子
杞
柳
之
喩
カ
）。

其
次
ハ　

董
仲
舒
ナ
リ
。

　

其
言
ニ
云
ク　

性
陽
情
陰
也
（
和
解
孟
荀
）。

第
四
ハ　

劉
向
ナ
リ
。

　

其
言
ニ
云
ク　

性
情
相
応
也
。

第
五
ハ　

楊
雄11

ナ
リ
。

　

其
言
ニ
云
ク　

性
善
悪
相
混
也
（
原
告
子
端
水
之
喩
カ
）。

第
六
ハ　

韓
子
ナ
リ
。

　

其
言
ニ
云
ク　

性
有
三
品
（
原
二
孔
上
知
与
下
愚
不
移
之
言
一
折
二
孟
荀
一
）。

第
七
ハ　

李
習
之
翺
ナ
リ
。
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其
言
ニ
云
ク　

務
復
性
（
顕
老
荘
淮
南
子
）。

第
八
ハ　

蘇
子
膽
［
蘇
軾
］
ナ
リ
。

　

其
言
ニ
云
ク　

性
未
有
善
悪
也
。

第
九
ハ　

胡
五
峯
［
胡
宏
］
ナ
リ
。

　

其
言
ニ
云
ク　

性
無
善
悪
也
。

第
十
ハ　

程
子
ナ
リ
。
明
道
伊
川
（
二
程
全
書
）

　

其
言
ニ
云
ク　

性
有
本
然
気
質
也
（
三
宅
尚
斎
訳
二
程
之
説
）。

其
后
張
子
朱
子
、
程
子
ノ
説
ヲ
承
ク
。

本
然
気
質
ノ
論
ハ
程
張
ニ
始
マ
リ
朱
子
之
ヲ
継
グ
。
蓋
シ
孔
孟
ノ
両
説
ヲ
調

和
ス
ル
者
。

其
意
、
本
然
ノ
性
ハ
明
白
ナ
レ
ド
モ
気
質
ノ
性
ニ
掩
ハ
レ
テ
時
ニ
暗
シ
。
故

ニ
気
質
ノ
性
ヲ
矯
メ
テ
本
然
ノ
性
ニ
復
ス
ル
ヲ
修
身
ノ
本
ト
為
ス
。
此
論
程

明
道
ノ
論
中
ニ
見
ヘ
ズ
。
而
シ
テ
程
伊
川
専
ラ
之
ヲ
唱
ヘ
、朱
子
之
ヲ
和
シ
、

諸
学
者
皆
之
ヲ
用
ユ
ル
ニ
至
ル
。
陳
北
溪
、
薜
敬
軒
、
胡
敬
斎
等
ノ
諸
氏
之

ヲ
奉
ズ
。

◯
比
対

孟
子

ノ
良
心
ハ「
コ
ン
セ
ン
ス
」［Conscience

］ニ
当
ル
。
其「
コ
ン
セ
ン
ス
」

ヲ
以
テ
教
ヲ
立
ル
ハ
性
善
家
ニ
同
ジ
。
又
性
悪
者
ハ
其
「
コ
ン
セ
ン
ス
」
ヲ

取
ラ
ザ
ル
ヲ
以
テ
泰
西
ノ
「
ロ
ツ
ク
」
派
ノ
論
ニ
類
ス
。

程
朱
ノ
論
モ
希
臘
時
代
ニ
之
ヲ
唱
フ
ル
者
ア
リ
。

「
ラ
イ
プ
ニ
ツ
ツ
」
ノ
「
モ
ナ
ツ
ド
」
論
モ
人
ノ
善
悪
ハ
本
来
定
マ
レ
ル
者

ト
云
フ
見
ア
ル
ガ
如
シ
。

泰
西
「
コ
ン
セ
ン
ス
」
ヲ
唱
ス
者
「
リ
ー
ド
」［Reid

］
等
ノ
風
ナ
リ
。

又
中
古
「
プ
ロ
テ
ナ
ス
」［Plotinus

］
ナ
ル
者
ア
リ
。
本
来
ノ
有
様
ニ
帰

ヘ
ル
コ
ト
ヲ
唱
ヘ
李
氏
ノ
復
性
説
ニ
似
タ
リ
。

◯
道六

経
以
前
ノ
書
信
偽
未
ダ
知
ル
ベ
カ
ラ
ズ
ト
雖
ト
モ
、
黄
帝
内
経
等
ア
リ
。

誥
道
大
素11

ノ
説
ニ
拠
レ
バ
、
三
皇
ノ
書
ノ
如
キ
ハ
大
道
ヲ
論
ゼ
ル
者
ナ
リ
。

大
道
ト
ハ
天
道
ノ
謂
ナ
リ
。
天
道
ト
ハ
蓋
シ
「
ナ
チ
ュ
ラ
ル
、
ロ
ー
」
ナ
ラ

ン
。
其
他
人
道
地
道
ノ
二
ア
リ
。
地
道
ハ
天
道
ニ
因
リ
人
道
ハ
地
道
ニ
因
ル
。

孔
孟
ノ
道
ハ
人
道
ニ
過
ギ
ズ
。
故
ニ
道
ノ
本
原
ヲ
索
ム
ル
ニ
ハ
六
経
ヲ
以
テ

ス
ベ
カ
ラ
ズ
。
黄
帝
内
経
ノ
類
ヲ
以
テ
ス
ベ
シ
。
是
誥
道
ノ
論
ナ
リ
。

古
書
ニ
三
墳
五
典
ノ
名
ア
リ
（
左
伝
荘マ

マ

公
十
二
年11

）。

周
礼
ニ
外
史
掌
三
皇
五
帝
之
書
ト
ア
リ
。

孔
安
国
ノ
云
ク

　
　
　
　
　
　
　

 

伏
羲
神
農
黄
帝
之
書
、
謂
之
三
墳
、
言
大
道
也
。
少
昊
顓
頊

高
辛
唐
虞
之
書
、
謂
之
五
典
、
言
常
道
也
。

襄マ
マ元

周
礼
ヲ
注
シ
テ
、三
皇
五
帝
ノ
書
ハ
左
伝
ノ
所
謂
三
墳
五
典
ナ
リ
ト
ス
。

若
シ
孔
安
国
ノ
説
ヲ
シ
テ
真
ナ
ラ
シ
メ
バ
書
ノ
堯
舜
二
典
ハ
五
典
ノ
残
リ
タ

ル
者
ナ
ラ
ン
。
此
ニ
種
々
ノ
異
論
ア
リ
。

然
ル
ニ
今
世
ニ
伝
フ
ル
古
三
墳
ト
称
ス
ル
者
ア
リ
。
山
墳
、
気
墳
、
形
墳
ア

リ
。
此
書
真
贋
未
ダ
知
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
第
一
ニ
伏
犠
ノ
連
山
ヲ
論
シ
、
第
二

神
農
ノ
気
象
ヲ
論
ジ
、
第
三
ニ
黄
帝
ノ
乾
坤
ヲ
論
ズ
。

老
子
ハ
虚
無
恬
澹
ヲ
説
ク
。

老
子
ハ
孔
子
ト
同
ジ
ク
述
而
不
作
ヲ
主
ト
ス
。
或
云
、
老
子
ノ
説
ク
所
ハ
皆

容
成
ノ
言
ナ
リ
。
或
云
老
子
ヲ
以
テ
偽
作
ノ
者
ト
為
ス
。
然
レ
ド
モ
其
文
古

色
ヲ
帯
ビ
秦
漢
以
後
ノ
作
ニ
非
ズ
。
老
子
ノ
年
代
未
詳
ナ
リ
。
或
ハ
斯
レ
人

ナ
シ
ト
云
ヒ
。
或
ハ
荘
子
ノ
仮
設
ス
ル
所
ト
云
フ
。

其
書
上
下
両
篇
章
数
定
マ
［
ラ
］
ズ
。
故
ニ

韓
非
子
ハ　
　

五
十
五
章
ニ
分
チ
、
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何マ
マ

上
公
ハ　
　

八
十
一
〃　

〃

孔
穎
達
ハ　
　

六
十
四
〃　

〃

呉
艸
廬
ハ　
　

六
十
八
〃　

〃

厳
君
尹
ハ　
　

七
十
二
〃　

〃

其
他
諸
氏
ノ
分
別
ア
リ
。

近
世
ハ
何マ

マ

上
公
ニ
従
ヒ
、

　
　
　
　

上
篇
三
十
七
章　

下
篇
四
十
四
章

　
　
　
　
　
　

合
計
八
十
一
章

　
　

論
語
ニ
老
彭
ト
ア
ル
ハ
老
子
ナ
リ
ト
云
フ
者
ア
リ
。
史
記
ニ
老
萊
子
又

　
　

ハ
大マ

マ

史
儋
ハ
即
チ
老
子
ナ
リ
ト
云
フ
。

老
子
ノ
事
跡
怪
誕
多
キ
ハ
其
人
ヲ
神
ニ
ス
ル
ガ
為
ナ
リ
。

老
子
中
、
混
生マ

マ

篇
ヲ
肝
要
ト
ス
。

老
子
ノ
意　
　

天
地
ニ
先
テ
一
物
ア
リ
、
自
生
自
立
周
行
シ
テ
至
ラ
ザ
ル
処

ナ
シ
。
之
ヲ
道
ト
云
フ
。
天
地
ノ
蕰
々
ト
シ
テ
無
象
ノ
形
容
ナ
リ
。
天
地
未

判
ノ
時
ヲ
指
シ
テ
道
ト
シ
。
此
象
ニ
則
リ
テ
人
ハ
道
ヲ
立
テ
人
心
ノ
未
動
ノ

時
ニ
復
帰
セ
シ
メ
ン
ト
ス
。
故
ニ
仁
義
ヲ
捨
テ
無
名
ヲ
道
ト
ス
。

老
子
ノ
道　
　

理
想
ノ
道
ニ
シ
テ
今
ノ
「
ユ
ニ
バ
ル
サ
ル
、
ロ
ー
」
則
チ
理

法
ナ
リ
。孔
子
ノ
道
ハ
人
倫
ニ
止
マ
リ
老
子
ノ
道
ハ
理
法
ナ
リ
ト
ス
ベ
シ（
第

一
章
）

道
ハ
名
状
ス
ベ
カ
ラ
ザ
ル
者
ナ
レ
ド
名
状
セ
ザ
レ
バ
人
ニ
示
ス
能
ハ
ズ
。
故

ニ
之
ヲ
説
キ
テ
種
々
ニ
顕
ハ
ス
（
第
二
十
一
章
、
第
二
十
五
章
、
第
三
十
四

章
）。
西
洋
人
老
子
ヲ
評
シ
テ「
オ

マ

マ

ブ
ス
キ
ュ
ア
リ
ス
ム
」［O

bscurantism

：

反
啓
蒙
主
義
、
愚
民
政
策
］
ト
云
フ
。
蓋
シ
老
子
ノ
絶
学
無
憂
等
ヲ
説
ク
ニ

ヨ
ル
。
老
子
ノ
無
為
ヲ
説
ケ
ル
ハ
盛
衰
ノ
理
ヲ
知
リ
之
ヲ
避
ケ
ン
ト
ス
ル
者

ノ
如
シ
。
易
ノ
理
ニ
本
ツ
キ
（
栄
枯
循
環
等
ノ
理
）
盛
ナ
レ
バ
衰
ヘ
盈
レ
バ

虧
ク
。
天
道
ハ
盛
ヲ
損
シ
満
ヲ
減
ズ
。
故
ニ
人
亦
此
理
ニ
従
ハ
ザ
ル
ベ
カ
ラ

ズ
ト
思
ヘ
ル
ナ
ラ
ン
。
以
テ
老
子
ノ
道
ハ
天
ニ
本
ク
ヲ
知
ル
ベ
シ
。

老
子
ガ
政
事
上
ノ
考
ハ
人
民
ヲ
シ
シマ

マ

テ
競

11

争
奢
侈
ノ
念
ヲ
断
チ
無
為
無
欲
ナ

ラ
シ
メ
ン
ト
ス
ル
ニ
ア
リ
。
人
民
ヲ
治
ム
ル
者
モ
無
為
ニ
シ
テ
自
化
セ
シ
ム

ル
ニ
ア
リ
。
其
主
義
少
シ
モ
関
渉
ヲ
用
ヒ
ズ
所
謂
任
他
主
義
ナ
リ
。

然
レ
ド
モ
其
門
ニ
属
ス
ル
者
ニ
束
縛
ヲ
旨
ト
ス
ル
者
ア
ル
ハ
、
老
子
ノ
文
中

百
姓
ヲ
愚
ニ
シ
子
供
ニ
シ
テ
治
ム
ル
ノ
意
ヨ
リ
転
化
シ
来
ル
ナ
リ
。
其
本
意

ハ
無
為
ヲ
以
テ
政
治
ヲ
為
シ
修
身
ヲ
立
ツ
。
故
ニ
戦
争
ノ
如
キ
ハ
最
モ
不
祥

ト
ス
ル
所
ナ
リ
。
此
旨
ヲ
申
ブ
レ
バ
権
謀
術
数
ノ
義
ア
リ
。
故
ニ
其
后
、
韓

非
申
不
害
ノ
如
キ
法
家
起
ル
。

老
子
ノ
教
仏
氏
ニ
似
タ
ル
所
ア
リ
。老
子
ノ
無
名
ハ
仏
氏
ノ
真
如
ニ
似
タ
リ
。

老
子
ノ
無
為
澹
淡
ハ
仏
氏
ノ
虚
無
寂
滅
ニ
似
タ
リ
。
老
子
ニ
退
歩
ス
ル
ノ
勢

ア
レ
バ
仏
氏
ニ
忘
念
ヲ
絶
テ
清
浄
ヲ
守
ル
ニ
同
ジ
。
老
子
ノ
無
為
ハ
仏
ノ
三

昧
ニ
等
シ
。
老
子
ノ
死
而
不
亡
者
寿
ト
云
ヒ
荘
子
ノ
不
死
不
生
ハ
仏
ノ
不
生

不
滅
ニ
同
ジ
。
老
子
ノ
非
以
［
其
］
無
私
邪マ

マ

、
故
能
成
其
私
ハ
仏
ノ
真
空
実

有
ト
同
ジ
。
其
他
種
々
類
似
ス
ル
所
ア
リ
。
朱
子
仏
書
中
老
荘
ニ
拠
リ
テ
作

ル
者
ア
リ
ト
云
ヘ
ド
是
固
ヨ
リ
僻
説
ノ
ミ
。

老
子
ノ
仏
氏
ニ
異
ナ
ル
ハ
無
ヲ
以
テ
有
ヲ
廃
セ
ズ
。
実
ヲ
捨
テ
ズ
。
念
欲
ノ

根
ヲ
断
ツ
ニ
非
ズ
。
一
半
ハ
理
想
ヲ
取
リ
一
半
ハ
実
際
ヲ
取
リ
。
理
ト
実
ト

両
存
ス
ル
ノ
意
ア
リ
。
二
者
ヲ
結
合
セ
ン
ト
ス
ル
ノ
意
ナ
リ
。
有
ハ
無
ヨ
リ

始
ル
ト
云
フ
ト
雖
モ
、
有
ノ
ナ
キ
ヲ
唱
フ
ル
ニ
非
ズ
。
今
ハ
有
ニ
シ
テ
古
ハ

無
ナ
リ
。
而
シ
テ
今
ノ
有
ヲ
転
ジ
テ
本
源
ノ
無
ニ
復
帰
セ
ン
ト
ス
ル
ナ
リ
。

然
ル
ニ
仏
氏
ハ
実
際
ヲ
全
廃
シ
テ
純
然
理
想
ノ
境
界
ニ
入
ル
者
ナ
リ
。
是
朱

子
ノ
評
ス
ル
所
ナ
リ
。
之
ヲ
合
解
ス
ル
ニ
、
孔
子
ハ
実
際
ヲ
旨
ト
シ
仏
氏
ハ

理
想
ニ
限
リ
。
而
シ
テ
老
子
ハ
其
中
間
ニ
在
リ
テ
内
外
両
有
ス
ル
ナ
リ
。（
此
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評
中
仏
氏
ノ
段
ハ
天
台
宗
ノ
立
ツ
ル
所
ニ
非
ズ
）。

孔
子
―
―
―
実
際
―
―
世
間

老
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
恐
不
妥
）

仏
氏
―
―
―
理
想
―
―
出
世
間

日
本
ニ
テ
老
荘
ヲ
学
ブ
者
甚
ダ
少
シ
。
只
廬
雪
東
其
他
二
三
人
ア
リ
。

孔
老
二
子
ノ
天
ト
曰
フ
者
ハ
別
ナ
ル
者
ニ
非
ズ
。

二
氏
ノ
異
ナ
ル
所
ア
リ
シ
ハ
孔
子
ハ
「
マ

マ

マ

レ
タ
リ
ー
ト
」［m

aterialism

（
実
利
主
義
・
物
質
主
義
）
か
］
ニ
シ
テ
老
子
ハ
半
「
ア
イ
デ
ア
リ
ズ
ム
」

［idealism

：
理
想
主
義
］
ナ
リ
。
老
子
ハ
出
世
間
ヨ
リ
教
ヲ
立
テ
孔
子
ハ

世
間
ヨ
リ
教
ヲ
立
ツ
。
老
子
ハ
陰
道
ニ
シ
テ
孔
子
ハ
陽
道
ナ
リ
。
老
子
ハ
退

歩
ニ
シ
テ
孔
子
ハ
進
修
ナ
リ
。
老
子
ハ
自
然
ニ
任
ジ
孔
子
ハ
人
為
ヲ
以
テ
身

ヲ
修
ム
。
孔
子
ハ
時
ノ
政
教
ニ
関
シ
老
子
ハ
然
ラ
ズ
。
孔
子
ハ
仁
ヲ
旨
ト
シ

テ
民
ヲ
愛
シ
老
子
ハ
仁
ヲ
舎
テ
丶
百
姓
ヲ
芻
狗
ト
為
ス
。
孔
子
ハ
世
間
中
ニ

在
リ
テ
人
ニ
拠
セ
ン
ト
シ
老
子
ハ
世
間
外
ニ
出
デ
丶
本
心
ヲ
全
フ
セ
ン
ト
ス

ル
ナ
リ
。

老
子
ノ
道
ハ
理
想
界
ニ
ア
ル
ヲ
以
テ
孔
子
ノ
道
ニ
比
ス
レ
バ
頗
ル
高
妙
ナ
リ

ト
ス
。然
レ
ド
モ
老
子
ノ
哲
学
ハ
其
難
破
ス
ベ
キ
点
孔
子
ノ
哲
学
ヨ
リ
多
シ
。

且
ツ
老
子
ノ
教
ハ
行
フ
ベ
カ
ラ
ザ
ル
点
亦
多
シ
。
其
教
中
ノ
退
歩
主
義
ノ
如

キ
今
日
ノ
世
潮
ヨ
リ
考
フ
レ
バ
行
レ
ザ
ル
者
ナ
リ
。（
世
人
皆
云
フ
、
独
リ

孔
子
ノ
難
破
ス
ベ
キ
点
少
ナ
シ
ト
。
是
其
浅
近
ナ
ル
ニ
因
ル
。）

老
子
仁
義
ヲ
賎
メ
ド
モ
其
書
末
ニ
三
宝
ヲ
立
ツ
。
其
一
ヲ
慈
ト
ス
。
慈
ノ
仁

ト
異
ナ
ル
如
何
。
且
ツ
老
子
ハ
絶
学
無
憂
ト
曰
ト
雖
モ
、
学
ニ
非
レ
バ
憂
ナ

キ
コ
ト
ヲ
知
ル
能
ハ
ズ
。
又
仁
者
不
弁
ト
曰
ト
雖
ド
モ
、
其
之
ヲ
言
フ
既
ニ

弁
ス
ル
者
ニ
非
ズ
ヤ
。
其
他
知
者
不
言
、
言
者
不
知
ト
曰
ト
雖
モ
、
老
子
自

カ
ラ
五
千
言
ヲ
並
ベ
立
テ
タ
ル
ニ
非
ズ
ヤ
。
白
居
易
之
ヲ
嗤
フ
テ
曰
ク
、

　
　

言
者
不
知
知
者
黙
、
此
言
吾
聞
於
老
君
、

　
　

若
道
老
君
是
知
者
、
縁
何
日マ

マ

著11

五
千
文11

。

此
ノ
如
ク
矛
盾
多
シ
。

老
学
後
ニ
分
レ
テ
法
家
ト
道
家
ト
為
ル
。
法
家
ハ
以
百
姓
為
芻
狗
云
々
ノ
語

ニ
原
ヅ
キ
ク
。
其
三
十
六
章
ニ
云
フ
、
国
ノ
利
器
ハ
以
テ
人
ニ
示
ス
ベ
カ
ラ

ズ
。
又
法
家
ノ
取
テ
以
テ
教
ト
為
ス
所
ナ
リ
。
然
レ
ド
モ
法
家
ノ
悉
ク
老
子

ヨ
リ
起
ル
ト
ハ
云
ヒ
難
シ
。道
家
ハ
全
ク
老
子
ノ
虚
無
澹
淡
ヲ
取
ル
者
ナ
リ
。

之
ヲ
承
伝
ス
ル
人
甚
ダ
少
シ
。
其
後
仙
家
起
ル
。
多
少
老
子
ト
異
ナ
レ
ド
モ

生
ヲ
養
ヒ
寿
ヲ
求
ム
ル
ヲ
本
ト
ス
［
ト
］
云
フ
。
其
本
源
ハ
未
詳
ナ
リ
。
古

書
中
仙
字
見
ヘ
ズ
。
列
子
韓
非
子
中
ニ
其
台
見
ユ
ト
雖
ド
モ
、
秦
ニ
至
リ
テ

始
メ
テ
此
説
ヲ
信
ジ
タ
ル
者
ア
リ
。
漢
ニ
至
リ
テ
劉
向
ノ
列
仙
伝
等
ア
リ
又

三
道
経
等
ア
リ
。
要
ス
ル
ニ
仙
家
ハ
漢
ニ
起
リ
晋
ニ
行
ハ
レ
唐
ニ
盛
ナ
リ
。

宋
以
下
ハ
格
別
盛
ナ
ラ
ズ
ト
見
ユ
。

　
　
　
　
　
　
　
　

法
家

　

老
子
教　
　
　
　

道
家

　
　
　
　
　
　
　
　

仙
家

道
家
ノ
書
ニ
ハ
［
紫
清
］
指
玄
集
、
真
誥
、
抱
朴
子
、
太
上
感
応
篇
、
呂
祖

全
書
、
参
同
契
、
陰
符
経
、
道
徳
指
帰
等
ア
リ
。

◯
支
那
哲
学
総
論

支
那
哲
学
ヲ
分
テ
五
期
ト
ス
。
第
一
期
ハ
三
皇
五
帝
ヨ
リ
東
周
ニ
至
ル
。
即

チ
左
ノ
如
シ
。

���

���
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第
一
期　
　

伏
羲
ヨ
リ
東
周
ニ
至
ル

　
　

〃
二
〃　
　

東
周　

〃
秦　
　

〃

　
　

〃
三
〃　
　

漢　
　

〃
唐
五
代
〃

　
　

〃
四
〃　
　

宋　
　

〃
明　
　

〃

　
　

〃
五
〃　
　

清
以
后

　
　

第
一
期　
　

発
達
ノ
世

　
　

〃
二
〃　
　

思
弁　

〃

　
　

〃
三
〃　
　

継
述　

〃

　
　

〃
四
〃　
　

調
停　

〃

　
　

〃
五
〃　
　

老マ
マ

拠　

〃

支
那
哲
学
ハ
孔
老
ノ
時
ニ
起
ル
ト
雖
ド
モ
、其
已
前
既
ニ
胚
胎
ス
ル
者
ア
リ
。

之
ヲ
発
達
ノ
世
ノマ

マ

云
フ
。
此
時
三
墳
五
典
ノ
書
ア
リ
ト
雖
ド
モ
未
詳
。
黄
帝

内
経
、
陰
符
経
、
風
后
握
奇
経
、
鬻
子
等
ノ
書
ア
リ
。
陰
符
経
ハ
今
伝
ハ
ル

者
或
ハ
李
候マ

マ

ノ
偽
作
ナ
リ
ト
云
フ
者
ア
リ
。
其
他
此
等
ノ
書
ハ
太
抵
偽
作
ナ

ラ
ン
。
子
類
中
最
モ
古
ナ
ル
者
ハ
鬻
子
ナ
リ
。
右
ノ
外
古
キ
者
ハ
尚
書
ナ
リ
。

是
古
代
ノ
史
記
ニ
シ
テ
哲
学
ヲ
述
ベ
タ
ル
者
ニ
非
ズ
。
併
シ
孔
子
ノ
哲
学
ハ

此
書
中
ヨ
リ
出
ヅ
ル
所
多
シ
。（
尚
書
ハ
後
ニ
書
キ
タ
ル
者
ナ
レ
バ
其
首
ニ

稽
古
ノ
二
字
ヲ
置
ク
）。

汲
冢
周
書
ア
レ
ド
モ
后
人
ノ
偽
作
ナ
ル
ベ
シ
。

易
ト
云
フ
書
ア
レ
ド
モ
古
人
ノ
者
ト
異
ナ
リ
ト
云
フ
者
ア
リ
。
其
他
種
々
ノ

書
ア
レ
ド
モ
真
偽
未
詳
。
然
レ
ド
モ
此
第
一
世
ニ
哲
学
ノ
胚
胎
セ
ル
ハ
疑
ナ

シ
。（
周
礼
爾
雅
モ
哲
学
ノ
書
ニ
非
ズ
）。
周
易
ハ
其
原
旧
キ
者
ナ
レ
ド
モ
孔

子
之
ヲ
大
成
ス
ル
ヲ
以
テ
孔
子
ノ
哲
学
ニ
属
ス
。（
易
ニ
三
伝
ア
リ
。
連
山

帰
蔵
ノ
書
伝
ハ
ラ
ズ
）。

春
秋
戦
国
ニ
ハ
種
々
哲
学
起
ル
。

秦
漢
以
後
ハ
前
世
期
ノ
哲
学
ヲ
承
ケ
継
グ
ノ
ミ
ニ
テ
創
立
ノ
説
ナ
シ
。

宋
以
後
ハ
哲
学
ノ
新
説
起
ル
ト
雖
モ
、
是
ハ
仏
教
ノ
盛
ナ
ル
ニ
遇
ヒ
其
ガ
為

メ
一
時
新
説
ノ
起
リ
タ
ル
ナ
ラ
ン
。
然
レ
ド
モ
其
説
皆
旧
説
ヲ
「
レ
コ
ン
サ

イ
ル
」［reconcile

：
調
和
・
調
整
］
ス
ル
ニ
過
ギ
ザ
レ
バ
之
ヲ
名
ケ
テ
調

停
ノ
世
ト
曰
フ
。

宋
以
後
ハ
三
教
一
致
ノ
説
ア
リ
。
林
兆11

恩
。
陶
宗
儀
等
ノ
諸
氏
之
ヲ
唱
フ
。

清
以
後
ハ
古
書
ヲ
引
用
ス
ル
ノ
ミ
ニ
テ
新
造
ノ
説
ナ
シ
。
故
ニ
之
ヲ
考
拠
ノ

世
ト
曰
フ
。

◯
第
二
期

孔
子
仁
ヲ
説
キ
、

孟
子
仁
義
性
善
ヲ
説
キ
、

荀
子
性
悪
ヲ
説
キ
、

老
荘
虚
無
怙
澹
ヲ
説
キ
、

楊
墨
一
家
ノ
説
ヲ
起
シ
、

管
商　
　

功
利

申
韓　
　

刑
名

蘇
張　
　

弁
舌

孫
呉　
　

兵
法

公
孫
鄧
析　

弁
論

扁
鵲
文
摯　

医
術

鶡
冠
子

屈
子

晏
子

呂
子

文
子
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亢
倉
関
尹
子

右
諸
氏
ノ
説
西
洋
ト
合
ス
ル
者
ヲ
挙
グ
レ
バ
、

第
一
。
老
子
ノ
「
道
生
一
、一
生
二
、二
生
三
、三
生
万
物
」
及
ビ
荘
子
ノ
「
一

与
言
為
二
、二
与
一
為
三
、自
此
以
後マ

マ

巧
歴
不
能
得
」
ハ
「
ゼ
ノ
ー
」［Zeno

］

氏
ノ
「
一
即
万
有
ノ
説
ニ
合
ズ
。

第
二
。
関
尹
子
ノ
「
爪
之
生
、
髪
ノ
長
栄
云
々
」
及
ビ
列
子
ノ
「
凡
所
見
亦

恒
見
其
変
」ト
云
ハ「
ヘ
ラ
ク
リ
タ
ス
」［H

eraclitus

］氏
ガ
転
化
説
ニ
近
シ
。

第
三
。
老
子
ノ
「
同
出
而
異
名
、
同
謂
之
玄
」
ハ
「
ヘ
ー
ゲ
ル
」
氏
ノ
絶
対

説
ニ
近
シ
。

第
四
。
関
君マ

マ

子
ノ
「
無
一
物
非
神
、
無
一
物
非
玄
」
及
ビ
荘
子
ノ
「
知
止
其

所
不
知
至
矣
」
ト
云
フ
ノ
類
ハ
「
ス
ペ
ン
セ
ル
」［Spencer

］
氏
ノ
不
可

知
的
ノ
意
ニ
近
シ
。

第
五
。
関
尹
子
四
符
篇
ニ
「
以
我
之
精
合
天
地
万
物
之
精
云
々
」
ハ
「
プ
ラ

ト
ー
」［Plato

］「
セ
ル
リ
ン
グ
」［Schelling

］
諸
氏
ノ
所
謂
万
有
精
神
ニ

似
タ
リ
。

第
六
。
楊
朱
篇
ニ
「
凡
生
之
難
遇
、而
死
之
易
及
云
々
」
及
ビ
「
人
之
生
也
、

奚
為
哉
、
奚
楽
哉
、
為
美
厚
爾
、
為
声
色
爾
」
ト
云
フ
ハ
「
デ
モ
ク
リ
タ

ス
」［D

em
ocritus

］「
ア
リ
ス
ト
ウ
ト
ル
」［A

ristotle

］「
エ
ピ
キ
ュ
ラ
ス
」

［Epicurus

］
諸
氏
ノ
快
楽
主
義
并
ニ
「
ゴ
ン
ヂ
ヤ
ッ
ク
」［Condillac

］「
ヘ

ル
ヴ
ェ
シ
ア
ス
」［H

elvétius

］
諸
氏
ノ
感
覚
主
義
ニ
同
ジ
。

第
七
。
荘
子
ノ
「
彼
出
於
是
、
是
亦
由マ

マ

彼
」
ト
云
フ
ハ
「
ス
ペ
ン
セ
ル
」
氏

ノ
智
識
相
対
論
ニ
同
ジ
。

第
八
。
易
ノ
繫
辞
ニ
「
天
地
絪
藴マ

マ

、
万
物
化
醇
」
ト
云
ヒ
荘
子
ノ
「
若
人
之

形
者
、
万
化
而
未
始
有
極
［
也
］」
ト
云
フ
ハ
「
ダ
ー
ウ
ィ
ン
」
氏
ガ
化
醇

論
ヲ
述
ブ
ル
如
シ
。

第
九
。
列
子
ガ
命
篇11

ニ
「
生
々
死
々
、
非
物
非
我
、
皆
命
也
。
智
之
所
無
奈

何
」
ト
云
フ
ハ
「
ホ
ッ
ブ
ス
」「
ロ
ツ
ク
」「
フマ

マ

ピ
ノ
ザ
」「
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
」

「
ミ
ル
」
諸
氏
ノ
必
然
論
ニ
同
ジ
。

第
十
。
墨
子
非
命
篇
上
ニ
「
世
未
易
、
民
未
渝
乃マ

マ至
可
謂
有
命
哉
」
ト
云
フ

ハ
「
ク
ラ
ー
ク
」［Clarke

］「
プ
ラ
イ
ス
」［Price

］「
リ
ー
ド
」「
テ
ル
チ
ュ

リ
ア
ン
」［T

ertullianus

］
諸
氏
ノ
唱
フ
ル
自
由
意
志
論
ニ
似
タ
リ
。

第
十
一
。
孟
子
尽
心
上「
居
移
気
養
移
体
」ト
云
フ
ハ「
ボ
ッ
ク
ル
」［Buckle

］

氏
ノ
風
土
感
化
論
ニ
同
ジ
。

第
十
二
。
関
尹
子
ニ
「
吾
之
精
一
滴
無
存
亡
爾
、
吾
之
神
一
欻
無
起
滅
爾
」

ト
云
ヒ
列
子
天
瑞
篇
ニ
「
死
之
与
生
一
往
一
反
。
故
死
於
是
者
安
知
不
生
於

彼
」
ト
云
ヒ
荘
子
養
生マ

マ

篇
ニ
「
指
窮
於
為
薪
、
火
伝
也
、
不
知
其
尽
也
」
ト

云
フ
ハ
「
ピ
サ
ゴ
ラ
ス
」「
ソ
ク
ラ
テ
ス
」
諸
氏
ノ
精
神
不
滅
論
ニ
近
シ
。

墨
子
ノ
天
鬼
、
列
子
ノ
疑
独
、
荘
子
ノ
真
宰
、
公
孫
子
ノ
独
正
、
鶡
冠
子
ノ

泰
鴻
。

此
等
ハ
「
ア
ナ
キ
サ
ゴ
ラ
ス
」
氏
万
有
睿
智
若
シ
ク
ハ
「
セ
ル
リ
ン
グ
」
氏

ノ
絶
対
ニ
類
ス
ル
ガ
如
シ
。

易
ノ
太
極　

老
子
ノ
谷
神

右
ハ
「
ス
ヘ
ピ
ノ
ザ
」
氏
ノ
万
有
本
体
「
ス
ペ
ン
セ
ル
」
氏
ノ
不
可
知
的
ニ

同
ジ
。

其
他

　

孔
子　
　

利
他
主
義

　

楊
子　
　

自
利
主
義

　

墨
子　
　

兼
愛
主
義

　

老
荘　
　

放
任
主
義

　

申
韓　
　

干
渉
主
義
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管
商　
　

功
利
主
義

◯
第
三
期

秦
以
後
西
漢
ニ
入
リ
テ
哲
学
ノ
漸
ク
衰
ヘ
タ
ル
源
因
ヲ
挙
グ
ル
ニ
、

第
一
。
秦
ノ
書
ヲ
焚
キ
、
後
人
ヲ
シ
テ
先
輩
ノ
思
想
ヲ
知
ル
ノ
便
ヲ
失
ハ
シ

メ
ル
コ
ト
。

第
二
。
孔
ノ
教
ノ
ミ
其
勢
力
ヲ
回
復
セ
ル
コ
ト
。

（
一
ハ
反
動
ノ
力
ニ
依
ル
。
反
動
ハ
一
ノ
理
法
ナ
リ
。
且
又
新
ノ
后
又
漢
ノ

ア
ル
ニ
モ
依
ル
）。
人
ノ
思
想
ノ
発
達
ハ
先
輩
ノ
書
ニ
因
ル
者
多
キ
ヲ
以
テ
、

其
書
ヲ
焼
失
シ
タ
ル
時
ハ
思
想
ノ
進
歩
ニ
害
ア
ル
勿
論
ナ
リ
。
次
ニ
諸
説
相

競
争
シ
テ
コ
ソ
智
力
発
達
ス
ル
ナ
レ
、
然
ル
ニ
今
ヤ
一
種
ノ
説
ノ
ミ
行
ハ

ル
ヽ
ハ
甚
ダ
害
ア
リ
。
孔
子
一
派
ノ
教
ノ
流
行
ス
ル
ヲ
以
テ
社
会
ノ
進
歩
ヲ

害
セ
ル
知
ル
ベ
シ
。

第
三
期
中
ノ
有
名
ノ
人
々
ヲ
挙
グ
レ
バ
、

　
　

董
仲
舒　

淮
南
子

　
　

楊
雄　

王
通

　
　

韓
愈

以
上
ヲ
最
ト
ス
。

　
　

王
充

之
ニ
次
グ
。

　
　

劉
向　

班
固

　
　

賈
誼　

陸
費

　
　

劉
勰　

葛
洪

又
之
ニ
次
グ
。

　
　

司
馬
相
如　

司
馬
遷

　
　

枚
乗　
　
　

曹
植

　
　

陸
機　
　
　

沈
約

　
　

柳
完マ

マ

元

右
諸
氏
ハ
格
別
哲
学
ニ
関
シ
タ
ル
コ
ト
ナ
シ
。

　
　

劉
煕　

高
誘

　
　

馬
融　

張
堪マ

マ

［
張
湛
］

　
　

鄭
玄　

趙
岐

　
　

応
劭　

韋
昭

　
　

王
粛　

王
弼

　
　

何
晏　

杜
預

　
　

白マ
マ

秀
［
向
秀
］　

郭
璞

　
　

顔
師
古　

呂
尚

　
　

陸
徳
明

是
又
新
説
ヲ
出
シ
タ
ル
コ
ト
ナ
シ
。

董
仲
舒
、
楊
雄
ノ
如
キ
モ
古
ヲ
述
ベ
新
ニ
説
ク
者
ニ
非
ズ
。
故
ニ
之
ヲ
継
述

ノ
世
ト
名
ツ
ク
。

◯
第
四
期

宋
以
下
哲
学
大
ニ
復
興
ス
。

　
　

周
濂
溪
─
周
子

　
　

張
横
渠
─
張
子

　
　

邵
康
節
─
邵
子

　
　

程
明
道
─
程
子
二

　
　

程
伊
川

　
　

楊
亀
山
［
楊
時
］　

司
馬
温
公
［
司
馬
光
］

　
　

羅
仲
素
［
羅
従
彦
］　

陸
象
山

　
　

朱
䀲
菴
─
朱
子
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張
南
軒
［
張
栻
］　

黄
勉
斎
［
黄
榦
］

　
　

真
西
山
［
真
徳
秀
］

其
他

　
　

欧
陽
脩　

胡
安
国

　
　

蘇
老
泉　

蘇
東
坡

　
　

王
深
寧
［
王
応
麟
］　

陳
龍
川
［
陳
亮
］

今
諸
氏
一
時
ニ
輩
出
シ
テ
文
教
大
ニ
興
ル
。

其
源
因　

仏
教
外
ヨ
リ
刺
戟
セ
ル
コ
ト
。
蓋
唐
宋
ノ
間
仏
氏
ノ
教
大
ニ
行
ハ

レ
タ
ル
ヲ
以
テ
儒
者
之
ヲ
誹
謗
ス
ル
者
多
シ
。
程
朱
其
他
ノ
宋
儒
ハ
陽
ニ
仏

ヲ
非
ト
シ
テ
陰
ニ
其
説
ノ
高
妙
ナ
ル
所
ヲ
取
リ
孔
子
ノ
欠
所
ヲ
補
ハ
ン
ト

ス
。
故
ニ
口
ニ
ハ
孔
子
ヲ
崇
尚
ス
レ
ド
モ
其
実
儒
仏
二
教
ヲ
調
停
セ
ル
者
ト

謂
フ
ベ
シ
。

宋
儒
中
仏
ヲ
学
ビ
タ
ル
者
ア
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
其
書
中
仏
書
ヨ
リ
取
リ
用
ユ

ル
所
ノ
語
少
ト
為
サ
ズ
。

要
ス
ル
ニ
第
四
期
ハ
釈
老
二
氏
ノ
長
所
ヲ
取
リ
テ
儒
家
ノ
短
ヲ
補
ヒ
以
テ
三

教
調
停
ヲ
為
サ
ン
ト
ス
ル
ニ
在
リ
。
三
教
一
致
論
モ
是
ヨ
リ
起
ル
。
宋
以
下

明
ニ
至
ル
マ
デ
此
傾
向
ア
リ
。
即
チ
、

　
　

元
ノ　

許
魯
斎
［
許
衡
］　

金
仁
山
［
金
履
祥
］

　
　
　
　
　

呉
草
廬
［
呉
澄
］

　
　

明
ノ　

薜
敬
軒
［
薛
瑄
］　

胡
敬
斎
［
胡
居
仁
］

　
　
　
　
　

陳
白
沙
［
陳
献
章
］　

程
篁
墩
［
程
敏
政
］

　
　

蔡
虚
斎
［
蔡
清
］　

王
陽
明

皆
宋
儒
一
般
ノ
説
ヲ
為
ス
ノ
ミ
。

　
　

明
ノ　

楊
升
菴
［
楊
慎
］

亦
然
リ
。

　
　

元
ノ　

陶
宗
儀

　
　

明
ノ　

林
兆
恩

右
二
氏
三
教
一
致
ヲ
唱
フ
。
其
意
文
中
子
ノ
三
教
於
是
乎
可
一
矣
ト
云
フ
ニ

本
ク
モ
亦
調
停
ノ
説
ノ
ミ
。

◯
第
五
期

考
拠
ノ
学
盛
ニ
シ
テ
一
種
ノ
哲
学
起
ラ
ザ
ル
也
。

以
上
ヲ
総
論
ス
レ
バ

　

第
一
期　

渾
沌
ト
シ
テ
哲
学
分
立
セ
ズ
。

　

第
二
期　

新
説
新
論
最
モ
多
シ
。

　

第
三
期　

当
時
調
停
ヲ
主
ト
ス
レ
ド
モ
其
道
ヲ
論
ズ
ル
学
派
不
一
。

周
濂
溪
ハ　

太
極
ヲ
主
ト
シ
、

程
明
道
ハ　

気
、

程
伊
川
ハ　

理
、

邵
康
節
ハ　

数
、

張
横
渠
ハ　

大
虚
、

陸
象
山
ハ　

心
、

朱
晦
庵
ハ　

理
ト
心
、

王
陽
明
ハ　

良
心
、

故
ニ
第
四
期
ハ
第
二
期
ニ
次
キ
第
三
期
ニ
次
グ
者
ト
シ11

。
第
五
期
ハ
最
モ
哲

学
ニ
乏
シ
ク
。
第
一
期
ニ
モ
及
バ
ス
ト
ス
。

Ⅱ
：
①

−

２

儒
学

義
解　

儒
ニ
二
義
ア
リ
。
一
ハ
孔
孟
ノ
道
ヲ
学
ブ
者
ヲ
云
ヒ
、
二
ハ
総
シ
テ
諸

学
ニ
通
ス
ル
モ
ノ
ヲ
義
ト
ス
。
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爰
ニ
儒
学
ト
云
ハ
孔
孟
ノ
学
ヲ
指
ス
。

孔
孟
ノ
道
は
全
ク
二
子
ノ
思
考
ニ
出
タ
ル
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ス
。
其
本
ツ
ク
ト
コ
ロ

ハ
唐
虞
禹
湯
文
武
ニ
ア
リ
ト
雖
、
二
子
ノ
増
舒
附
加
ス
ル
モ
ノ
尠
ト
セ
ス
。

　
　

引
証　

孔
子
ノ
堯
舜
文
武
ヲ
祖
述
シ
タ
ル
証
ヲ
引
ナ
リ
。

　
　

中
庸
云　

仲
尼
祖
述
堯
舜
、
憲
章
文
武
。

　
　

論
語
云　

述
而
不
作
、
信
而
好
古
。

然
レ
ト
モ
二
帝
三
王
ハ
孔
子
ニ
処11

テ
始
テ
世
ニ
顕
ハ
ル
丶
モ
ノ
ト
知
ル
ヘ
シ
。

孟
子
ハ
孔
子
ヲ
祖
述
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

斯
ク
孔
子
ハ
二
帝
三
王
ノ
道
ヲ
祖
述
ス
ル
モ
ノ
ナ
ル
ヲ
以
テ
其
教
ノ
本
体
ヲ
探

ル
ハ
書
経
ヨ
リ
外
ハ
ナ
シ
。

教
体
◯
孔
子
ノ
道
は
決
シ
テ
純
粋
ノ
哲
学
ト
云
ベ
カ
ラ
ス
。
全
ク
修
身
ノ
一
学

ヲ
本
ト
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
旁
ラ
政
治
ヲ
談
シ
宗
教
ヲ
説
ク
ニ
過
キ
ス
。
其
政
治

モ
宗
教
モ
皆
修
身
ニ
基
テ
立
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

　
　

引
証

　
　

書
経　
　

堯
命
堯
舜
曰
、
允
執
厥
中
。

　
　

又　
　
　

舜
命
禹
曰
、
人
心
惟
危
、
道
心
惟
微
。

　
　
　
　
　
　

惟
精
惟
一
、
允
執
厥
中
。【
以
上
二
章
ニ
依
テ
中
庸
ノ
事
起
ル
】

　
　

又　
　
　

舜
命
啓
曰
、
敬
敷
五
欲マ

マ

在
寛
。

　
　

以
上
人
倫
ノ
道
ヲ
説
ク
。

　
　

書
経　

舜
命
伯
曰
、
夙
夜
惟
寅
、
直
哉
惟
精マ

マ

。

　
　

又　
　

又
命
燕
曰
、
直
而
温
、
寛
而
栗
云
々
。

　
　

以
上
、
修
身
ノ
道
ナ
ル
ヲ
証
ス
。

然
シ
テ
孔
子
ハ
修
身
道
徳
ノ
本
ヲ
天
ニ
反11

シ
以
宗
教
ノ
理
ヲ
説
ク
。
其
書
中
ニ

天
災
地
変
ア
ル
毎
ニ
天
ヲ
敬
ス
ル
倒
例
少
ナ
ラ
ス
。

　
　

引
証　
　
　

舜
命
禹
曰
、
天
之
暦
数
在
爾
躬
。

　
　
　
　
　
　
　

又　
　
　
　

四
海
困
窮
、
天
禄
永
終
。

然
レ
ト
モ
孔
子
ノ
天
ヲ
談
ス
ル
ハ
蒼
々
タ
ル
天
ヲ
言
フ
ニ
モ
ア
ラ
ス
又
鬼
神
ニ

モ
ア
ラ
ス
。
凡
テ
災
禍
ア
レ
ハ
其
身
ヲ
慎
ム
ヲ
以
テ
天
ヲ
敬
ス
ル
者
ト
ス
。
知

ル
ヘ
シ
其
宗
教
ノ
本
全
ク
修
身
ニ
拠
ル
モ
ノ
ナ
ル
ヲ
。
是
ニ
由
テ
考
レ
ハ
孔
子

ノ
教
即
チ
禹
湯
文
武
ノ
道
ハ
只
世
ノ
道
、
人
ノ
教
ヲ
説
ク
モ
ノ
ニ
シ
テ
希
臘

［
原
資
料
で
は
こ
こ
で
改
ペ
ー
ジ
。
新
ペ
ー
ジ
左
端
に
「
之
ヨ
リ
左
ヨ
リ
右
ニ
」

と
あ
り
、
以
降
Ⅱ
の
終
わ
り
ま
で
、
縦
書
き
で
は
あ
る
が
左
か
ら
右
へ
と
書
き

進
め
ら
れ
て
い
る
。翻
刻
に
際
し
て
は
、引
き
続
き
右
か
ら
左
に
書
き
進
め
る
。］

学
者
ノ
如
ク
、天
地
ノ
現
象
ヲ
究
メ
人
生
ノ
真
理
ナ
ド
ヲ
証
ス
ル
者
ニ
ア
ラ
ス
。

史
伝
◯
孔
子
ノ
在
世
ハ
希
臘
ノ
「
ピ
サ
ゴ
ラ
ス
」
ト
其
時
ヲ
同
フ
ス
。
孔
子
道

ヲ
老
子
ニ
問
フ
ノ
事
ハ
尤
モ
怪
ム
ヘ
シ
。
老
子
ハ
何
時
代
ノ
人
ナ
ル
ヤ
未
詳
。

或
ハ
言
フ
孔
子
ノ
後
ナ
リ
ト
。
而
シ
テ
其
二
子
ノ
教
全
ク
相
反
セ
リ
。
決
シ
テ

師
弟
ノ
因
ア
ル

ヘ
キ

モ
ノ
ニ
ア
ラ
ス
。
此
事
ハ
荘
子
ニ
見
ユ
ト
雖
、
荘
子
ハ
老

子
ヲ
尊
崇
ス
ル
寓
言
ナ
レ
ハ
信
ス
ヘ
カ
ラ
ス
。
礼
記
ニ
聞
諸
老
聃
ト
ア
リ
ト
雖

老
聃
ハ
大
考マ

マ

寿
ノ
名
ナ
リ
ト
云
フ
。
然
レ
ハ
老
聃
ト
云
モ
一
老
人
ト
云
ニ
過
キ

ス
。
又
論
語
ニ
窃
比
［
於
］
我
老
彭
ト
ア
レ
ト
モ
老
彭
ハ
必
シ
モ
老
子
ナ
ラ

ス
。
此
両
子
ハ
全
ク
師
弟
ノ
関
係
ナ
キ
モ
ノ
ナ
ル
所
以
ハ
左
ノ
書11

ニ
就
テ
見
ル

ヘ
シ
。

詹
雪
崖
［
詹
陵
］、
異
端
弁
正
、
斎
藤
拙
堂
、
老
子
弁
、

孔
子
ノ
伝
ノ
詳
ナ
ル
ハ
聖
門
人
物
志
ニ
就
而
見
ル
ヘ
シ
。

遺
書
◯
孔
子
ノ
直
作
ニ
テ
ハ
六
経
【
今
ハ
楽
記
亡
シ
テ
五
経
ト
ナ
ル
】

他
人
ノ
手
ニ
ナ
ル
モ
ノ
ハ
孝
経
、
大
学
、
中
庸
、
論
語
、

古
書
参
考
書
目

老
子
、
荘
子
、
韓
非
子
、
墨
子
、
楊
子
、
孟
子
、
荀
子
、
鶡
冠
子
、
関
尹
子
、

鬼
谷
子
、
亢
倉
子
、
子
華
子
、
鬻
子

欠
、
公
孫
子
、
申
子

欠
、
立
子
、
尹
文
子
、
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黄
石
子
、
列
子
、
淮
南
子
、
学
律マ

マ

討
原11

、
十
子
全
書
、
誥
道
大
素
【
海
律マ

マ

子
享

　

黄
帝
内
聖マ

マ

】11

ヲ
論
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

陰
符
経
【
黄
帝
ノ
書
ナ
リ
ト
伝
フ　

真
偽
不
可
知
】

黄
帝
内
経

黄
帝
宅
経

偽
作
ナ
ラ
ン

左
四
書11

ハ
黄
帝
ノ
教
ヲ
論
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ

礼
記
ハ
孔
子
ノ
真
作
ニ
ア
ラ
ス
。
胡
文
煥
ノ
事
物
起マ

マ

原
ノ
中
ニ
、
月
令
ハ
呂
不

韋
、
王
制
ハ
漢
文
帝
、
中
庸
ハ
思
子
子
思
、
大
学
ハ
曽
子
、
緇
衣
ハ
公
孫
尼
子
、

楽
記
ハ
公
孫
洪
ノ
作
ナ
リ
ト
言
リ
。

易
ト
春
秋
ハ
孔
子
ノ
真
刪
ニ
出
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

詩
経
モ
孔
子
ノ
親
撰
ナ
リ
。

書
経
ハ
尽
ク
孔
子
ノ
手
ニ
成
ル
ニ
ア
ラ
ス
。
後
人
ノ
増
補
ナ
キ
ヲ
保
シ
難
シ
。

昔
時
ハ
逸
書
廾
四
篇
之
レ
ニ
附
属
セ
シ
ガ
王
粛
ヲ
之
ヲ
削
リ
増
多
二
十
五
篇
ヲ

加
テ
書
経
ト
ナ
ス
ト
云
フ
。
其
后
呉
才
、
老11

朱
晦
菴
両
人
ハ
書
経
ヲ
以
テ
贋
作

ト
ナ
ス
。
之
ニ
反
シ
テ
真
作
ト
ナ
ス
コ
ト
ア
リ11

。

孝
経
秦
火
ニ
由
テ
亡
失
シ
漢
ノ
時
代
ニ
再
ヒ
顕
ハ
ル
。

孝
経
ニ
二
種
ア
リ
。
今
文
孝
経
ハ
河
間
顔
芝
始
テ
之
ヲ
世
ニ
伝
フ
。
其
中
ニ

十
八
章
ア
リ
。
其
外
ニ
孔
子
ノ
壁
ヲ
毀
テ
得
タ
ル
一
経
ア
リ
。
之
ヲ
古
文
孝
経

ト
云
フ

魯
恭
王
ノ
時

。
孔
安
国
之
ヲ
註
ス
。
此
本
経
ハ
支
那
ニ
亡
ヒ
隋11

ノ
時
新
ニ
之

ヲ
作
ル
。
然
レ
ト
モ
其
物
日
本
ニ
伝
ハ
ル
ヲ
以
テ
遂
ニ
支
那
ニ
入
ル
。

大
学
ハ
種
々
ノ
説
ア
リ
。
朱
子
ノ
説
ニ
テ
ハ
経
ハ
曽
子
ノ
編
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ

其
他
ハ
門
人
ノ
集
ム
ル
所
ト
言
フ
。
之
ニ
反
対
ス
ル
論
者
中
ニ
陸
深
、
李
衮
、

羅
汝
房
芳
、
陳
耀
文
、
樊
良
枢
、
朱
彝
尊
、
等
ア
リ
。
其
是
非
知
ル
ヘ
カ
ラ
ス

ト
雖
、経
ト
伝
ハ
作
者
異
ナ
ル
コ
ト
明
ナ
リ
。
要
ス
ル
ニ
編
者
不
詳
ト
ス
ヘ
シ
。

此
篇
ハ
本
ト
礼
記
ノ
一
篇
ナ
ル
ニ
程
子
之
ヲ
撰
ヒ
大
学
中
庸
ニ
分
ツ
。
其
后
朱

子
之
ヲ
註
シ
テ
四
書
ノ
中
ニ
加
ヘ
タ
リ
。

論
語
◯
此
書
ハ
三
種
ア
リ
。
一
ニ
魯
論【
二
十
篇
。
今
伝
ハ
ル
モ
ノ
ナ
ル
ヘ
シ
。

然
レ
ト
モ
今
日
ノ
書
ハ
此
三
論
ヲ
混
ス
ル
モ
ノ
ナ
ル
ヘ
シ
ト
云
フ
】
二
ニ
斉
論

【
二
十
二
篇
。
問
王
、
知
道
ノ
二
篇
多
シ
】
三
ニ
古
論
【
二
十
一
篇
。
堯
曰
ノ

篇
ヲ
二
篇
章
ニ
分
ツ
】

該
書
ハ
程
子
ノ
説
ニ
テ
ハ
有
子
。マ

マ

曽
子
ノ
門
人
ノ
手
ニ
ナ
ル
ト
云
フ
。
其
故

ハ
有
曽
二
子
ニ
子
ノ
字
ヲ
用
テ
ア
リ
。
然
レ
ト
モ
曽
子
有
子
ト
称
ス
ル
コ
ト
ハ

他
書
ニ
往
々
見
ヘ
タ
リ
。
然
レ
ハ
当
時
両
人
ニ
限
リ
子
ヲ
用
ヒ
シ
カ
モ
計
カ
タ

シ
。
非マ

マ

孟
堅［
班
孟
堅（
班
固
）］ノ
説
ニ
ハ
門
人
ノ
集
ム
ル
モ
ノ
ナ
リ
ト
云
フ
。

鄭
康
成
［
鄭
玄
］
ノ
説
ニ
ハ
中マ

マ

弓
、
子
遊
、
子
夏
ト
モ
云
フ
。

柳
子
厚
［
柳
宗
元
］
ハ
楽
成マ

マ

子
春
、
子
思
ナ
リ
ト
云
フ11

。
要
ス
ル
ニ
論
語
ハ
孔

子
ノ
自
選
ニ
ア
ラ
サ
ル
コ
ト
明
ナ
レ
ト
モ
作
者
ハ
不
詳
ト
知
ル
ヘ
シ
。
然
レ
ト

モ
此
書
ハ
決
シ
テ
後
世
ノ
偽
作
ニ
ア
ラ
サ
ル
コ
ト
亦
明
ナ
リ
。【
伊
藤
仁
斎
ノ

此
書
ノ
ミ
ヲ
用
ヒ
シ
ハ
之
レ
カ
為
ナ
リ
】

古
代
間
世
間
ニ
行
ハ
レ
タ
ル
モ
ノ
ハ
詩
経
書
経
ニ
シ
テ
、
漢
以
来
孝
経
、
易
、

春
秋
ヲ
尊
用
シ
テ
未
タ
論
語
ヲ
尊
重
ス
ル
ヲ
聞
カ
ス
。
唐
ノ
諺
ニ
小
児
学
問
止

論
語
ト
云
フ
コ
ト
ア
ル
ヲ
見
レ
ハ
、
此
時
代
世
人
論
語
ヲ
賎
ミ
タ
ル
ヲ
知
ル
ヘ

シ
。其
尊
崇
ヲ
得
タ
ル
ハ
宋
ヨ
リ
始
マ
ル
ト
知
ル
ヘ
シ
。【
程
子
ヲ
以
テ
始
ト
ス
】

家
語
◯
古
人
ノ
言
ニ
論
語
ハ
雅
馴
ニ
シ
テ
家
語
ハ
䮞
駁11

純　

之
ヲ
信
用
セ
シ
ト
雖
、
決
シ
テ
信
拠
ス
ヘ
カ
ラ
ス
。

孔
子
ノ
事
ヲ
脱11

ス
ル
ニ
ハ
説
苑
、新
序
、孔
聚
子
、春
秋
繁
露
等
ヲ
参
考
ス
ヘ
シ
。

学
風
◯
老
荘
ノ
学
ハ
概
シ
テ
之
ヲ
論
ス
レ
ハ
社
会
ニ
関
ス
ル
コ
ト
ナ
ク
シ
テ
世

間
外
ニ
真
理
ヲ
尋
ヌ
ル
ノ
風
ア
リ
ト
雖
、
孔
孟
ノ
学
風
ハ
世
態
人
情
ヲ
本
ト
シ

之
ニ
由
テ
教
ヲ
設
ケ
理
ヲ
尋
ヌ
ル
モ
ノ
ト
知
ル
ヘ
シ
。
故
ニ
老
荘
ノ
学
ノ
本
ト

シ
テ
論
ス
ル
所
ハ
虚
無
淡
泊
ニ
ア
リ
。
孔
子
ノ
教
ニ
ハ
天
地
道
、
地
道
、
人
道
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ト
ノ
三
ア
レ
ト
モ
、其
主
ト
ス
ル
所
ハ
人
道
ニ
ア
リ
。
荘
老
ハ
天
道
ヲ
本
ト
ス
。

是
両
学
ノ
由
テ
異
ナ
ル
所
以
ナ
リ
。
支
那
学
ノ
西
洋
ニ
異
ナ
ル
一
端
ハ
天
地
ノ

思
想
ナ
リ
。
易
曰
法
象
莫
大
乎
天
地
ト
ア
リ
テ
、
天
地
一
体
ノ
有
様
ヲ
象
リ
テ

之
ニ
倣
テ
人
ノ
行
為
ヲ
施
コ
ス
モ
ノ
ト
信
ス
。
是

レ
則
荘
老
ノ
虚
無
淡
泊
ノ
起

ル
所
以
ナ
リ
。
孔
孟
ニ
モ
又
此
考
ア
リ
テ
唯
天
地
ヲ
象
リ
テ
而
シ
テ
其
力
ニ
付

テ
論
ス
ル
コ
ト
ナ
シ
。
両
学
共
天
地
ヲ
談
ス
ル
ト
雖
、
孔
孟
ハ
之
ヲ
人
事
ニ
止

ム
ル
ノ
ミ
。
孔
孟
子
ノ
天
ヲ
談
セ
サ
ル
コ
ト
ハ
論
語
中
ニ
明
ナ
リ
。

　

引
証

　
　

第
一
、
子
不
語
怪
力
乱
神
。

　
　

第
二
、
君
子
於
其
所
不
知
、
蓋
闕
如
也
。

　
　

第
三
、
索
隠
行
怪
、
後
世
有
述
焉
、
吾
弗
為
之
矣
。

　
　

第
四
、
未
能
事
人
焉
能
事
鬼
。

　
　

第
五
、
未
知
生
焉

知
死
。

　
　

第
六
、
敬
鬼
神
而
遠
之
。

然
レ
ト
モ
老
荘
ノ
学
風
ハ
怪
力
乱
神
ヲ
語
リ
知
ラ
サ
ル
ト
コ
ロ
ヲ
論
ス
ル
モ
ノ

ト
ス
。
支
那
人
故
曰
、
道
ハ
白
壁マ

マ

ノ
如
ク
儒
ハ
五
穀
ノ
如
シ
ト
ス11

。

老
荘
ノ
書
ハ
通
暁
シ
ガ
タ
ク
孔
孟
ノ
書
ハ
了
解
シ
易
シ
。
是
ニ
由
テ
学
者
皆
孔

孟
ヲ
賛
ケ
テ
老
荘
ヲ
退
ク
。

薜
敬
軒
云
、
聖
覧マ

マ

之
言
坦
易
而
明
白
、
異
端
之
言
﨑
嶇
而
茫
昧11

。

孔
孟
ノ
学
ハ
人
事
ニ
関
ス
ル
ヲ
以
テ
進
修
ス
ル
ノ
風
ア
リ
。

老
荘
ノ
学
ハ
無
為
ヲ
談
シ
テ
世
間
ヲ
離
ル
丶
ヲ
以
テ
退
守
ノ
風
ア
リ
。

引
証　

孔
子

曰　

為マ
マ

有
用
我
者
、
朞
月
而
已
可
也
、
三
年
有
成
。

　
　
　

又
曰
、
如
有
用
我
者
、
吾
其
為
東
周
乎
。

　
　
　

又
曰
、

吾
豈
匏
瓜
也
哉
、
焉
能
繋
而
不
食
。

是
ヲ
以
テ
孔
子
ノ
教
タ
ル
社
会
ノ
進
遷
ニ
従
テ
改
修
ス
ル
風
ア
ル
ハ
明
ナ
リ
。

是
又
世
人
ノ
孔
子
ノ
学
ヲ
用
ユ
ル
モ
ノ
多
キ
所
以
也
。

論
法
【
孔
学
論
法
】
◯
孔
子
ハ
述
テ
作
ラ
サ
ル
ヲ
主

ト
ス
ル
ヲ
以
テ
、
其
論
ス

ル
ト
コ
ロ
皆
ナ
古
人
先
王
ヲ
祖
述
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
故
ニ

故
ニ
事
実
ヲ
探
リ
、倒
例
ヲ
尋
テ
一
種
ノ
真
理
ヲ
証
明
ス
ル
ニ
ア
ラ
ス
。
列
子
、

荘
子
ニ
至
リ
テ
ハ
稍
ヤ
例
ヲ
挙
ケ
テ
事
ヲ
微マ

マ

ス11

ル
ノ
風
ア
リ
。
要
ス
ル
ニ
孔
子

ハ
所
謂
論
法
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
用
ヰ
サ
ル
モ
ノ
ト
知
ル
ヘ
シ
。

学
体
◯
孔
子
ノ
道
学
ハ
純
正
ノ
哲
学
ニ
ア
ラ
ス
シ
テ
帰
ス
ル
所
修
身
ノ
一
部
ニ

ア
リ
。
孔
子
ノ
教
ヲ
談
ス
ル
ヤ
、
人
ノ
機
ニ
応
シ
性
ニ
従
テ
其
主
義
ヲ
異
ニ
ス

ル
故
ニ
其
経
ニ
論
ス
ル
ト
コ
ロ
多
少
ノ
異
同
ア
リ
テ
、
孝
経
大
学
中
庸
礼
記
論

語
、
皆
論
旨
ヲ
異
ニ
ス
。

　

孝
経
ノ
原
理
ハ
孝
ナ
リ
。

　

大
学
ノ
原
理
ハ
修
身
誠
意
等
ナ
リ
。

　

中
庸
ノ
原
理
ハ
中
庸
又
智
仁
勇
ナ
リ
。

　

論
語
ノ
原
理
ハ
仁
或
義
或
孝
悌
或
敬
或
文
行
忠
信
。

斯
ク
書
ニ
由
テ
其
原
理
ヲ
異
ニ
ス
ル
ヲ
以
テ
後
世
学
派
ノ
数
派
ニ
分
ル
丶
ニ
至

ル
。
周11

子
─
主
太
極
、
程
明
道
─
主
気
、
程
伊
川
─
主
理
、
邵
子
─
主
数
、
張

子
─
主
大
虚
、
陸
子
─
主
心
、
朱
子
─
主
理
与
心
、
物
徂
徠
─
主
礼
楽
、
伊
藤

仁
斉
─
主
仁
義
。

是
皆
孔
ノ
教
ニ
就
テ
異
説
ヲ
起
ス
モ
ノ
ナ
リ
。
斯
ク
其
道
多
端
ニ
渉
リ
何
レ
ヲ

本
義
ト
ス
ル
ヲ
知
ル
可
ラ
サ
ル
ヲ
以
テ
孔
学
ノ
本
義
原
理
ヲ
知
ル
至
テ
難
シ
。

要
ス
ル
ニ
其
教
ノ
本
ト
ス
ル
所
人
ノ
平
常
履
行
セ
サ
ル
ヲ
得
サ
ル
道
ヲ
云
フ
。

之
ヲ
例
ス
ル
ニ

誰
能
出
不
由
戸
、
何
莫
由
斯
道
。

Ⅲ
：
②

−

１
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其
人
ノ
拠
ル
ヘ
キ
道
ト
ハ
即
チ
仁
ニ
外
ナ
ラ
ス
。
其
仁
ト
ハ
四
海
万
民
皆
一
子

ノ
如
ク
観
シ
私
欲
ヲ
以
テ
他
ヲ
害
セ
ス
、
天
地
ノ
如
ク
清
ク
日
月
ノ
如
ク
明
ナ

ル
者
ヲ
云
フ
。

　

引
証

　
　

孔
子
曰
（
論
語
）
苟
志
於
仁
矣
無
悪
也
。

　
　

又
曰
（
仝
）
君
子
無
飲マ

マ

食
之
間
違
仁
、
造
次
必
於
是
、
顚
沛
必
於
是
。

　
　

又
曰
（
同
）
志
士
仁
人
、
無
求
生
以
害
仁
、
有
殺
身
以
為マ

マ

仁
。

　
　

又
曰
（
仝
）
民
之
於
仁
［
也
］
甚
於
人マ

マ大
。

11

孔
子
ノ
仁
ヲ
説
ク
ニ
人
ニ
由
テ
其
答
ヲ
異
ニ
ス
ル
ヲ
以
テ
、
今
此
ニ
其
意
ヲ
解

明
ス
ル
容
易
ナ
ラ
ス
ト
雖
、
其
一
二
ヲ
挙
テ
之
ヲ
示
ス
ニ
、

顔
淵
問
仁
曰
、
克
己
復
礼
為
仁
。

仲
弓
─
─
曰
、
出
門
如
見
大
賓
、
使
民
如
承
大
祭
。
己
所
不
欲
勿
施
於
人
、
在

邦
無
怨
、
在
家
無
怨
。

司
馬
牛
問
仁
、
曰
仁
者
其
言
也
訒
。

樊
遅
問
仁
、曰
愛
人
。
又
曰
、居
処
恭
、執
事
敬
、与
人
忠
。
雖
之
夷
狄
不
可
棄
也
。

子
張
問
仁
、
曰
能
行
五
者
於
天
下
為
仁
［
矣
］。

孔
子
自
曰
、
剛
毅
木
訥
近
仁
。

如
此
其
所
説
区
々
以
孰
義
為
真
仁
乎
甚
難
。
然
要
愛
人
之
義
ア
ル
ヤ
明
也
。
然

古
人
往
々
以
仁
字
代
用
善
字
。
之
ヲ
以
テ
考
レ
ハ
、
只
他
人
ヲ
愛
ス
ル
ノ
ミ
ナ

ラ
ス
自
分
ノ
善
ヲ
修
メ
テ
人
ニ
及
ホ
ス
者
ナ
ラ
ン
。
仁
者
衆
善
之
称
ト
。
此
解

尤
モ
仁
ノ
義
ニ
近
シ
ト
云
フ
ヘ
シ
。
然
レ
ト
モ
其
時
ト
場
所
ト
ニ
由
テ
他
人
ヲ

愛
ス
ル
コ
ト
ノ
ミ
ニ
用
ル
コ
ト
ア
リ
。
例
ヘ
ハ
知
仁
又
ハ
知
仁
之マ

マ

勇11

、
仁
義
礼

智
等
ノ
如
ク
他
字
ト
複
用
ス
ル
コ
ト
ト
キ
也
。
論
語
中
ニ
ハ
単
ニ
仁
ノ
字
ヲ
用

ユ
ル
ヲ
以
テ
衆
善
の
称
と
解
し
て
可
な
り
。

孔
子
ノ
道
広
し
と
雖
、
其
的11

要
ハ
唯
仁
ノ
一
義
ニ
ア
リ
。
例
ス
ル
ニ

　

参
乎
、
吾
道
一
以
貫
之
。（
論
語
）

　

曽
子
又
謂
其
門
人
曰
、
夫
子
之
道
忠
恕
而
已
矣
。（
論
語
）

仁
は
衆
善
行
ノ
総
称
な
る
を
以
て
、
之
を
別
用
す
る
と
き
は
種
々
の
名
起
ル
。

之
ヲ
父
子
の
間
ニ
用
ル
ト
キ
ハ
孝
と
な
り
君
臣
の
間
ニ
用
ル
ト
キ
ハ
忠
と
な
る

な
り
。

夫
仁
ハ
斯
ク
広
大
な
る
を
以
て
常
ニ
側
ニ
ア
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
常
ニ
之
ヲ
行
フ
コ

ト
ヲ
得
る
教
な
り
。
故
ニ
孔
子
ノ
言
ニ
モ

為
仁
由
己
、
而
由
人
乎
哉
。

仁
遠
乎
哉
、

我
欲
仁
斯
仁
至
矣
ト
ア
リ
。

有
能
一
日
用
其
力
於
仁
矣
乎
哉マ

マ

、
我
未
見
力
不
足
者
ト
ア
リ
。
此
言
を
以
て
見

る
に
、
仁
は
行
ヒ
安
し
ト
雖
、
能
ク
之
ヲ
行
間
断
な
ク
行
ふ
者
は
少
し
。

孔
子
は
門
人
を
評
サ
レ
シ
コ
ト
言
ア
リ
。

　

雍
也　

不
知
其
仁
。

　

子
路　

不
知
其
仁
。

　

求
也　

不
知
其
仁
。

　

赤
也　

不
知
其
仁
。

回
也　

其
心
三
月
不
違
仁
、
其
余
則
明マ

マ

至11

焉
而
已
［
矣11

］。

是
ニ
由
て
観
れ
は
仁
を

行
ふ

甚
多
難
と
雖
知
る
べ
し
。
一
時
之
を
行
ふ
は
易
し

と
雖
、
間
断
な
く
之
を
守
る
の
難
き
也
。
孔
子
ノ
主
旨
ト
ス
ル
処
ハ
日
々
時
々

間
断
な
く
仁
を
行
ひ
苦
を
離
レ
楽
に
就
ク
ニ
あ
り
。
故
ニ
漫
ニ
富
貴
を
願
ハ
す

と
雖
、
心
に
楽
を
之
期
す
。
此
意
遺
書
ニ
就
て
考
フ
へ
し
。
子
貢
─
貧
而
無
諂

富
而
無
驕
如マ

マ何
。
孔
子
─
未
如
貧
而
楽
富
而
好
礼
者
。

孔
子
謂
子
路
曰
、
女
奚
不
曰
、
其
為
人
也
、
発
憤
忘
食
、
楽
以
忘
憂
、
不
知
老

之
将
至
云
爾
。

孔
子
称
揚
顔
回
曰
、
賢
哉
回
也
、
一
箪
食
、
一
瓢
飮
、
在
陋
巷
。
人
不
堪
其
憂
、



「高嶺三吉遺稿」中の井上哲次郎「東洋哲学史」講義

− 36（49）−

回
也
不
改
其
楽
。
賢
哉
回
也
。

孔
子
曰
、
知
之
者
不
如
好
之
者
、
好
之
者
不
如
楽
之
者
。

又
曰
、
知
者
楽
水
、
仁
者
楽
山
。

又
曰
、
食マ

マ

疏
食
飲
水
、
曲
肱
而
枕
之
、
楽
［
亦
］
在
其
中
矣
。

以
上
挙
タ
ル
処
を
以
て
す
れ
は
、
孔
子
ノ
道
を
設
ク
ル
主
意
ハ
人
を
し
て
苦
を

脱
し
て
楽
を
得
セ
シ
ム
主
意
ル
ニ
ア
リ
。
而
シ
テ
万
事
意
の
如
ク
ナ
ラ
サ
ル
者

ハ
天
命
ニ
帰
シ
、
自
身
ノ
力
ニ
テ
行
フ
ヘ
キ
モ
ノ
ハ
楽
ヲ
生
シ
心
ヲ
安
ス
ル
ニ

ア
リ
。

孔
子
嘗
テ
門
人
ニ
命
シ
テ
各
其
志
ヲ
述
ヘ
シ
ム
。
其
時
孔
子
深
ク
曽
点
ノ
対
ヲ

賞
賛
セ
ラ
レ
タ
リ
。
其
対
ニ
曰
ク
、
暮マ

マ

春
者
、
春
服
既
成
。
冠
者
五
六
人
、
童

子
六
七
人
、
浴
乎
沂
、
風
乎
舞
雩
、
詠
而
帰11

。

又
冉ゼ

ン

伯
牛
ノ
疾
を
憂
て
言
ハ
レ
タ
リ
。

亡
之
命
矣
夫
、
斯
人
也
而
有
斯
疾
也
、
斯
人
也
而
有
斯
疾
也
。

孔
子
ノ
派
ハ
専
ら
命
を
説
キ
墨
子
ハ
非
命
を
談
す
（
墨
子
ノ
非
命
篇
）。
墨
子

ノ
意
ト
ス
ル
処
ハ
孔
子
ノ
説
ニ
反
シ
天
下
之
治
安
ハ
唯
人
ニ
ア
リ
天
命
ニ
ア
ラ

ス
ト
云
フ
ニ
ア
リ
。
然
し
孔
子
ノ
云
フ
所
ハ
人
力
外
ニ
ア
ル
者
ヲ
天
命
ニ
帰
ス

ル
ナ
リ
。
墨
子
ハ
人
力
ヲ
入
テ
云
フ
。
是
レ
孔
墨
の
天
命
ニ
就
て
異
ナ
ル
所
以

な
り
。

孔
子
曰
、
噫
、
天
喪
予
、
天
喪
予
。

之
レ
孔
子
顔
回
ノ
死
を
嘆
し
て
云
レ
タ
ル
モ
ノ
ナ
レ
ト
モ
、
以
テ
孔
子
ノ
主
ト

ス
ル
所
天
命
ハ
人
力
外
ノ
モ
ノ
ニ
帰
ス
ル
ニ
ア
ル
ヲ
知
ル
ヘ
シ
。

又
曰
、
予
所
否
者
、
天
厭
之
、
〳
〵
。

又
曰
、
君
子
有
三
畏
、
畏
天
命
、
畏
大
人
、
畏
聖
人
之
言
。

又
曰
、
天
生
徳
於
吾マ

マ

、
桓
魋
其
如
予
何
。

又
曰
、
天
之
未
喪
斯
文
也
、
匡
人
如
予
何
。

以
上
論
す
る
所
ヲ
以
テ
之
ヲ
観
れ
は
、
孔
子
ノ
天
命
を
信
シ
且
ツ
之
ヲ
畏
る
丶

所
以
ヲ
知
る
べ
し
。
孔
子
之
ヲ
畏
る
丶
、
故
ニ
之
を
祈
る
。

　
　

曰
、
丘
之
祈
久
矣
。

　
　

曰
、
獲
罪
於
天
、
無
所
祈
也
。

支
那
哲
学
中
尤
モ
学
者
の
喋
々
ト
シ
テ
止
マ
サ
ル
モ
ノ
ハ
道
也
。
道
ニ
三
種
の

義
ア
リ
。

　

天
道
、
人
道
、
地
道

其
道
タ
ル
ヤ
如
何
ナ
ル
者
な
る
や
を
知
る
可
ら
す
と
雖
、
支
那
学
者
の
論
す
る

処
ハ
天
地
ノ
法
ニ
従
テ
履
行
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
人
道
ハ
則
チ
天
地
ノ
法
ニ
則

る
モ
ノ
ナ
リ
。
孔
子
ノ
説
ク
ト
コ
ロ
ハ
亦
之
ニ
外
ナ
ラ
サ
ル
ナ
リ
。
之
ヲ
其
書

ニ
考
証
ス
ル
ニ
、

　

中
庸
曰
、
天
何
言
哉
上
律
天
時
、
下
襲
水
土
。（
孔
子
ノ
道
ヲ
評
ス
）

　

論
語
曰
、
天
何
言
哉
、
四
時
行
焉
、
百
物
生
焉
。

是
ヲ
以
て
孔
道
ハ
天
時
ニ
則
ト
ル
モ
ノ
ナ
ル
ヲ
信
ス
ル
ニ
足
ル
。

是
孔
道
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
支
那
古
来
唐
虞
三
代
ヨ
リ
礼
楽
衣
冠
等
都
て
日
月
星
辰
運

行
を
象
り
て
模
造
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
其
他
史
上
ニ
存
ス
ル

者
ヲ
以
て
之
を
考
フ

ル
ニ
、
支
那
人
は
天
ヲ
以
て
智
識
を
有
ス
ル
者
と
想
像
ス
ル
ガ
如
シ
。
而
シ
テ

此
運
行
ノ
理
を
人
ニ
配
シ
、
帝
王
を
呼
て
天
子
と
称
シ
、
天
下
を
治
む
る
に
天

の
覆
フ
ガ
如
ク
地
ノ
載
ス
ル
如
ク
セ
ヨ
等
ト
ア
ル
ヲ
以
テ
見
ル
ヘ
シ
。
孔
子
ノ

道
ヲ
立
而
運
行
須
動
ノ
理
ニ
基
カ
ザ
ル
ハ
ナ
シ
。
之
ヲ
他
人
ノ
説
ヲ
仮
テ
証
ス

ル
ニ
、

　

論
語
曰
、
子
絶
四
之
々
其
註
ニ

　

張
子
曰
、
四
者
有
［
一
］
焉
、
則
与
天
地
不
［
相
］
似11

。

　

子
張
書
諸
紳
、
其
註
に

　

程
子
曰
、
却
与
天
地
同
体11

。
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立
之
斯
立
、
道
之
斯
行
。
其
註
ニ
程
子
曰
、
此
聖
人
之
神
化
、
上
下
与
天
地

同
流
者
也11

。

是
レ
支
那
哲
学
ノ
一
種
異
ナ
ル
所
以
ナ
リ
。
以
上
孔
子
ノ
遺
書
ニ
就
て
孔
子
道

徳
ノ
大
要
を
論
ス
ル
ナ
リ
。

次
に
孔
子
教
政
治
上
ニ
渉
る
も
の
を
論
す
。
孔
子
ノ
政
事
を
談
す
る
、
人
ニ
由

て
時
ニ
其
対
を
異
ニ
ス
ル
ハ
、
仁
ノ
義
解
ノ
問
者
ニ
応
シ
テ
異
ナ
ル
カ
如
シ
。

之
を
論
語
ニ
考
ル
ニ
、

　
　

子
責
貢
問
政
。

　
　

子
曰
、
足
食
、
足
兵
、
民
信
之
矣
。（
富
国
強
兵
之
意
也
）

　
　

子
張
問
政
。

　
　

子
曰
、
居
之
無
倦
、
行
之
以
忠
。

　
　

季
康
子
問
政
。

　
　

子
曰
、
政
者
正
也
、
子
帥
以
正
、
孰
敢
［
不
正
］。

　
　

子
路
問
政
。

　
　

子
曰
、
先
之
労
之
。

　
　

又
曰
、
必
乎マ

マ

正
名
乎
。

　
　

仲
弓

　
　

子
曰
、
先
有
司
、
赦
小
過
、
挙
賢
才
。

　
　

子
夏

　
　

子
曰
、
無
欲
速
、
無
見
小
利
。
欲
速
則
不
達
。
見
小
利
則
大
事
不
成
。

　
　

景
公

　
　

子
曰
、
君
々
、
臣
々
、
父
々
、
子
々
。

　
　

葉
公

　
　

子
曰
、
近
者
説
、
遠
者
来
。

斯
ク
孔
子
ノ
政
ヲ
説
ク
、
問
者
ニ
応
シ
テ
異
シ
テ
ナ
リ
ト
雖
、
要
ス
ル
ニ
孔
子

ノ
政
治
ノ
本
ト
ス
ル
所
ハ
修
身
道
徳
ニ
ア
リ
。
則
チ
仁
ヲ
以
て
政
ノ
本
ト
セ
シ

コ
ト
明
な
り
。
之
ヲ
孟
子
ニ
考
ル
ニ
猶
瞭
然
タ
リ
。
孟
子
ノ
説
は
仁
義
政
治
ハ

仁
義
ニ
ア
ル
ノ
ミ
ト
云
フ
ニ
ア
リ
。
言
ヲ
換
ヘ
テ
言
ヘ
ハ
、
一
身
ヲ
修
ム
ル
ハ

一
国
モ
治
マ
ル
ト
ノ
意
ニ
シ
テ
、
当
時
未
タ
修
身
道
徳
政
治
両
学
ノ
分
レ
サ
ル

ヲ
知
へ
し
。
故
ニ
孔
子
政
ヲ
論
シ
テ
曰
、
敬
事
而
信
、
節
用
而
愛
人
、
使
民
以

時
。
又
曰
、
為
政
以
徳
。
又
曰
、
道
之
以
徳
、
斉
之
以
礼
。
又
曰
、
能
以
礼
譲

為
国
乎
、
何
有
。
又
曰
、
其
身
正
、
不
令
而
行
、
其
身
不
正
、
雖
令
不
従
。
又

曰
、
苟
正
其
身
矣
、
於
従
政
乎
何
有
。
不
能
正
其
身
、
如
正
之マ

マ

何11

。
又
曰
（
書

経
）［
孝
乎
］
惟
孝
友
于
兄
弟
、［
克
］
施
於
有
政
。
是
亦
為
政
、
奚
其

為
為
政
。

又
曰
、
知
所
以
修
身
、
則
知
所
以
治
天
下
人
。
知
所
以
治
人
、
則
知
所
以
治
天

下
国
家
矣
。

又
曰
（
大
学
ノ
経
）
身
修
而
后マ

マ

家
斉
、
家
斉
而
后マ

マ

国
治
、
国
治
而
后マ

マ

天
下
平
。

以
上
挙
ク
ル
所
ニ
就
テ
攷
ル
ニ
、
孔
子
ハ
修
身
ヲ
以
テ
政
治
ノ
本
ト
セ
シ
コ
ト

疑
ヲ
入
ル
ヘ
カ
ラ
ス
（
孔
子
修
身
ノ
本
ハ
仁
ニ
ア
リ
）

Ⅳ
：
②

−

２

（
老
子
ハ
民
ヲ
愚
ニ
シ
テ
治
メ
ン
ト
ス
。
孔
子
モ
亦
之
ノ
意
ナ
キ
ニ
ア
ラ
ス
。

其
言
ニ
「
可
令マ

マ

由
之
、
不
可
令マ

マ

知
之
」
ト
ア
リ
。
是
等
ノ
点
ニ
至
テ
ハ
大
ヒ
ニ

自
由
主
義
ニ
相
反
ス
ル
モ
ノ
ト
知
ル
ヘ
シ
）

孔
学
ノ
風
タ
ル
ヤ
、
仁
義
ヲ
尊
ン
テ
利
ヲ
賎
ム
モ
ノ
ト
ス
。
之
ヲ
証
ス
ル
ニ

孔
子
曰
、
放
於
利
而
行
多
欲マ

マ

。
君
子
喩
利
於
義
、
小
人
喩
於
利
。
賎
貨
而
貴
徳
。

不
義
而
富
［
且
］
貴
、
於
我
如
浮
雲
。
子
罕
言
利
与
命
与
仁
。

孔
学
ハ
之
ヲ
西
洋
ニ
尋
ヌ
ル
ニ
「
イ

マ

マ

ン
チ
ュ
イ
シ
ズ
ム
」［intuitionism

：
直

観
主
義
・
直
覚
説
か
］
ナ
リ
。

朱
子
曰
、
循
天
地マ

マ

則
不
求
利
而
自
無
不
利
。
殉
人
欲
則
求
利
未
得
而
害
［
已
］
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随
之
云

1々1

。

孔
子
ノ
書
中
ニ
見
ル
ト
コ
ロ
ノ
利
ハ
私
欲
ト
公
利
相
混
ス
ル
モ
ノ
丶
如
シ
。
宋

朝
ノ
学
者
ハ
其
公
利
ヲ
取
テ
敢
テ
之
ヲ
棄
テ
ス
─
朱
子
論
語
ヲ
註
ス
ル
ヲ
見
テ

知
ル
ヘ
シ
。

程
子
曰
、
究
経
将
以
致
用
也11

。

又
曰
、
君
子
未
嘗
不
欲
利
、
但
専
以
利
為
心
則
有
害
。
唯マ

マ

仁
義
則
不
求
利
而
未

嘗
不
利
也11

。

此
等
ノ
言
ヲ
以
テ
ス
レ
ハ
、
朱
程
子
ハ
全
ク
利
ヲ
捨
テ
サ
ル
カ
如
シ
。
而
シ
テ

孔
子
ハ
全
ク
利
ヲ
取
ラ
サ
ル
カ
如
シ
。
然
レ
ト
モ
若
シ
宋
儒
ノ
説
ヲ
シ
テ
信
ナ

ラ
シ
メ
ハ
孔
子
ノ
謂
ト
コ
ロ
ノ
利
欲
ヲ
云
ナ
ラ
ン
。
孟
子
ト
子
思
ト
ノ
問
答
ア

リ
（
孔
叢
子
雑
訓
篇
并
ニ
通
鑑
周
記マ

マ

）。

孟
子
問
牧
民
之マ

マ道
。子
思
曰
、先
利
之
。孟
子
曰
、君
子［
之
］所
以
教
民
者マ

マ

亦［
有
］

仁
義
而
已
矣
、
何
必
［
曰
］
利
。
子
思
曰
子マ

マ
思
曰
、

11

仁
義
［
者
固
］
所
以
利
之

也
。
上
下
不
仁
、
則
不
得
其
所
。
上
不
義
、［
則
］
不マ

マ

楽
［
為
乱
也
］。
於マ

マ

此
為

不
利
大
矣11

。
是
利
ニ
両
義
ア
ル
ヨ
リ
起
ル
。
然
ラ
ハ
孔
子
ノ
利
ナ
ル
モ
ノ
ハ
小

利
私
欲
ヲ
言
フ
ニ
過
サ
ル
ヘ
シ
。
公
利
ヲ
以
テ
論
ス
レ
ハ
子
思
ノ
言
ノ
如
ク
仁

義
モ
亦
タ
利
也
。

老
荘
ハ
自
愛
説
（Egoism

）
説
ニ
帰
シ
孔
子
ハ
他
愛
説
（altruism

）
ニ
属
ス
。

墨
子
其
間
ニ
立
テ
兼
愛
ヲ
唱
ヘ
、
楊
子
ニ
至
テ
自
愛
説
愈
盛
ナ
リ
。

孔
子
曰
、
汎
愛
衆
而
親
仁
。
子
貢
問
孔
子
、
如
有
博
施
於
民
而
能
済
衆
何
如
、

可
謂
仁
乎
。

孔
子
答
テ
曰
、
何
事
於
仁
、
必
也
善マ

マ

乎
。
堯
舜
其
猶
病
諸
。
又
曰
愛
人
。

孔
学
ハ
政
治
ト
修
身
ト
ヲ
混
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
一
人
ヲ
修
ム
ル
ノ
法
立
テ
ハ
天

下
国
家
ヲ
治
ム
ル
コ
ト
ヲ
得
ヘ
シ
ト
ノ
説
ナ
リ
。

孔
学
ト
欧
学
ト
ノ
暗
合
ス
ル
所
ヲ
論
ス
。

泰
西
ノ
学
者
、
孔
子
ヲ
以
テ
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
」
ニ
比
ス
。
其
一
生
ノ
行
為
并
ニ

教
伝
大
ニ
似
タ
ル
所
ア
ル
ヲ
以
テ
ナ
リ
。

然
レ
ト
モ
細
ニ
之
ヲ
考
レ
ハ
孔
子
ハ
「
ス
ト
イ
ク
」［Stoic

：
ス
ト
ア
派
］
ニ

類
ス
ル
ア
リ
。（
第
一
）
言
行
ノ
并
ヒ
行
ハ
ル
丶
コ
ト
（
第
二
）
小
利
私
欲
ヲ

戒
ム
ル
コ
ト
（
第
三
）
天
地
流
行
ニ
則
ト
リ
従
フ
コ
ト
（
第
四
）
己
ニ
克
テ
道

ヲ
崇
フ
コ
ト
（
第
五
）
自
分
ノ
身
ヲ
以
テ
道
ヲ
護
シ
生
死
ヲ
共
ニ
ス
ル
コ
ト
ガ

如
キ
コ
ト

且
ツ
「
ス
ト
イ
ッ
ク
」
ノ
「
エ
ピ
キ
ュ
ラ
ス
」
ニ
於
ル
猶
ホ
孔
子
ノ
楊
子
ニ
於

ル
カ
如
シ
。
然
レ
ト
モ
孔
子
ト
「
ス
ト
イ
ク
」
ト
又
大
ニ
異
ナ
ル
所
三
点
ア
リ
。

（
第
一
）「
ス
ト
イ
ク
」
ハ
「
フ
ィ
ジ
カ
ル
」「
理
学
」
ヲ
本
ト
シ
孔
子
ハ
之
ヲ

用
ヒ
ス
。（
第
二
）
孔
子
ハ
楽
ヲ
本
ト
シ
「
ス
ト
イ
ク
」
ハ
楽
ヲ
捨
テ
丶
和11

ヲ

求
ム
。

（
因
云
）
元
極
雪

11

マ
マ

大
極
大
極
動
静　

少
極　

三
教
一
致
（
明
林
兆
恩
）
陶
宗
儀

此
説
ヲ
唱
フ
ト
林
子
中
ニ
ア
リ
。
林
子
ハ
林
兆
思
恩
ノ
著
書
也
。
輟
耕
録
ハ
陶

宗
儀
ノ
著
書
也
）

老
仏
ノ
教
ハ
一
ニ
帰
ス
ル
者
ト
ス
ヘ
シ
。
老
子
ノ
所
謂
無
名
ハ
仏
ノ
如
来
性
説

ニ
属
ス
。

　
（
老
）
無
名
（
列
）
疑
独
（
荘
）
無
々
（
孔
）
大
極

公
孫
龍
ハ
「
ア
ブ
ソ
リ
ユ
ー
ト
」
ヲ
論
シ
タ
ル
カ
如
シ
。
其
所
謂
離
ト
ハ
此
意

ナ
リ
。

欧
人
批
評

欧
人
ノ
支
那
学
ヲ
評
ス
ル
誤
謬
少
シ
ト
セ
ス11

。

Bridge
曰
、
支
那
古
来
大
ニ
影
響
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ヲ
孔
学
ト
ス
。

W
ake

曰
、孔
学
ノ
支
那
ニ
行
ハ
ル
丶
ハ
皮
相
ノ
ミ
ニ
テ
実
際
然
ル
ニ
ア
ラ
ス
。

M
aurice

曰
、
孔
子
ノ
目
途
ハ
主
君
タ
ル
者
ヲ
シ
テ
職
分
ヲ
知
ラ
シ
ム
ル
ニ
ア
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リ
。

「
シ
ュ
ウ
ェ
グ
リ
ヒ
」
曰
、
東
洋
ノ
哲
学
ハ
「
セ
オ
ロ
ジ
ー
」「
ミ
ソ
ロ
ジ
ー
」

ニ
止
レ
リ
ト
。

U
eberw

eg
曰
、
孔
子
ノ
理
論
ハ
科
学
ニ
合
セ
ス
。

Jonson

曰
、
孔
子
ノ

理
論
ハ
科
学
ニ
合
ス
。

　
　

以
上　

孔
学
終
ル
。

孔
子
死
後
諸
弟
四
方
ニ
散
シ
テ
遺
教
ヲ
弘
ト
雖
、
曽
子
最
モ
力
ア
リ
ト
ス
。
曽

子
独
リ
孔
子
ノ
道
ヲ
得
タ
ル
モ
ノ
ト
ス
。

孔
子
ノ
子
ヲ
伯
魚
ト
云
ヒ
其
子
ヲ
子
思
ト
云
フ
。
曽
子
ニ
従
テ
道
ヲ
受
ク
。
子

思
名
汲マ

マ

、
少
時
宋
ニ
適
キ
、
楽
朔
ト
語
ル
。
説
合
ハ
サ
ル
ヲ
以
テ
子
思
楽
朔
ニ

対
シ
テ
曰
、
汝
ノ
如
キ
ハ
共
ニ
道
ヲ
語
ル
ニ
足
ス
ト
ス
。
楽
朔
大
ニ
怒
リ
兵
ヲ

出
シ
テ
子
思
ノ
館
ヲ
囲
ム
。
子
思
漸
ク
免
ル
コ
ト
ヲ
得
タ
リ
。
是
ヨ
リ
子
思
大

ニ
憤
起
シ
テ
世
ニ
道
ヲ
伝
ヘ
ン
コ
ト
ヲ
望
ミ
、
中
庸
ヲ
作
ル
。
中
庸
ハ
古
来
伝

ハ
ル
所
ノ
説
ニ
就
テ
作
ル
所
ナ
リ
。
其
源
ハ
堯
命
舜
曰
、
允
執
其
中
。
舜
命
禹

曰
、
人
心
惟
危
、
道
心
惟
微
。
惟
精
惟
一
、
允
執
其
中
。
是
レ
中
庸
ノ
起
ル
所

以
ナ
リ
。

孔
子
曰
、
中
庸
之
為
徳
也
、［
其
］
至
矣
乎
。
民
鮮
久
矣
。
是
ニ
由
テ
之
ヲ
観

レ
ハ
中
庸
ノ
道
タ
ル
堯
ニ
始
マ
リ
舜
禹
ニ
伝
ヘ
リ
。
孔
子
亦
之
ヲ
述
フ
。
子
思

ニ
至
リ
テ
大
成
ス
。

中
庸
ノ
義
タ
ル
ヤ
一
方
ニ
偏
セ
サ
ル
ノ
意
ニ
シ
テ
「
ア
リ
ス
ト
ー
ト
ル
」
ノ
中

庸
（M

eans

）
ト
異
ナ
ル
コ
ト
ナ
シ
。
程
子
中
庸
ヲ
評
シ
テ
、
初
メ
ニ
一
本
ノ

大
意
ヲ
挙
ケ
中
ニ
之
ヲ
附
引
増
長
シ
終
リ
ニ
一
理
ヲ
以
テ
之
ヲ
結
フ
ト
云
ヘ

リ11

。
中
庸
ノ
道
ノ
本
源
ハ
天
ヨ
リ
出
ル
モ
ノ
ト
ス
。
故
ニ
其
巻
首
曰
、
天
之マ

マ

命
謂
之

性
、
従マ

マ

性
［
之
］
謂
之マ

マ

道
ト
ア
リ
（
是
一
本
之
眼
目
也
）。
第
壱
章
（
ａ
）
天

之マ
マ

命
謂
之
性
、
率
性
［
之
］
謂
之マ

マ

道
、
修
道
［
之
］
謂
之マ

マ

道
教
（
説
道
出
于
天
）

（
ｂ
）
道

也
者
不
可
離
須
曳マ

マ

離
也
。
可
離
非
道
也
（
説
道
不
可
離
）（
ｃ
）
君
子

戒
慎
乎
其
所
不
睹
、
恐
懼
乎
其
所
不
聞
（
説
存
養
省
察
之
要
）（
ｄ
）
致
中
和
、

天
地
位
焉
、
万
物
育
［
焉
］（
説
聖
神
功
化
之
極
）

中
庸
一
篇
之
意
ハ
唯
此
一
章
ノ
意
ヲ
述
ヘ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

子
思
ノ
学
孟
子
ニ
伝
ル
。

孔
子
─
曽
子
─
子
思
─
孟
子

孟
子
◯
孟
子
、
名
軻
、
字
子
車
或
子
輿
。
魯
ノ
鄒
邑
ノ
人
ナ
リ
。
其
先
祖
ハ
魯

ノ
公
孫
、
孟
孫

子
ノ
後
ナ
リ
ト
云
フ
。

孟
孫
子
生
死
之
月
日
未
詳
。
孟
子
ノ
譜
ニ
依
ル
ニ
周
ノ
定
王
三
十
七
年
ニ
生
レ

赧
王
廾
六
年
ニ
死
ス
。
年
八
十
四
。
都
穆
、
田
藝
衡
等
ハ
此
説
ヲ
信
ス
。
然
レ

ト
モ
其
説
信
拠
シ
難
シ
。
其
故
ハ
、
年
契
ニ
ヨ
リ
テ
尋
ル
ニ
定
王
ハ
二
十
八
年

ニ
テ
死
ス
。
且
此
年
ヨ
リ
赧
王
廾
六
年
迄
ハ
百
三
十
五
年
ナ
リ
。
是
陳
士
乞マ

マ［
陳

士
元
］
ノ
説
ナ
リ
。

朱
子
曰
、
自
孔
子
卒
至
孟
子
遊
梁
時
、
方
百
四
十
余
年
、
而
孟
子
已
老
。［
然
］

則
孟
子
之
生
、
去
孔
子
未
百
年
也11

。
是
ニ
由
レ
ハ
孟
子
ハ
周
安
王
二
年
ニ
生
レ

タ
ル
モ
ノ
ト
ス
ヘ
シ
。
孟
子
説マ

マ解
曰
、
疑
孟
子
或
生
［
於
］
安
王
初
年
、
卒
于マ

マ

赧
王
初
年11

。

孟
子
履
歴
◯
孟
母
初
置
孟
子
於
墓
側
。
次
ニ
遷
テ
市
場
ニ
行
ク
。
三
ビ
転
シ
テ

校
辺
ニ
居
ス
。
之
ヲ
三
遷
ト
云
フ
。
孟
子
嘗
テ
豚
ヲ
屠
ル
ヲ
見
テ
母
ニ
問
フ
。

母
告
ク
ル
ニ
汝
ニ
食
マ
シ
ム
ル
ナ
リ
ト
云
フ
ヲ
以
テ
ス
。
而
母
之
ヲ
欺
ン
コ
ト

ヲ
懼
レ
故
ラ
ニ
買
テ
之
ヲ
食
ハ
シ
ム
。

孟
母
嘗
テ
機
ヲ
中
断
シ
テ
孟
子
ヲ
戒
ム
ル
コ
ト
ア
リ
。之
ヲ
孟
母
断
機
ト
曰
フ
。

孟
子
学
ヲ
孟
母
子
思
ニ
受
ク
ル
ト
云
フ
説
ト
其
門
人
ニ
受
シ
ト
ノ
説
ア
リ
。
然

ル
ニ
子
思
ヨ
リ
受
ケ
シ
ト
ア
リ
ミ
ヘ
タ
リ
。
孟
子
子
思
ニ
見
ユ
。
子
思
大
ヒ
ニ



「高嶺三吉遺稿」中の井上哲次郎「東洋哲学史」講義

− 40（45）−

喜
フ
。
或
ハ
孟
子
ノ
紹
介
ナ
ク
シ
テ
面
接
シ
テ
喜
フ
コ
ト
ヲ
疑
問
ス
。
子
思
之

ヲ
喩
ヲ
取
テ
諭
セ
シ
コ
ト
ア
リ
。

孟
子
始
メ
テ
斉
ノ
宣
王
ニ
説
キ
、
次
ニ
梁
ノ
恵
王
ニ
説
ク
ト
雖
、
迂
闊
ナ
リ
ト

シ
テ
用
ヒ
ラ
レ
ス
。
当
時
ノ
天
下
合
従
連
衡
ヲ
務
メ
功
利
ヲ
競
フ
ノ
時
ニ
シ
テ

仁
義
ノ
道
行
ハ
レ
ス
。
故
ニ
孟
子
退
テ
孟
子
七
篇
ヲ
作
ル
。

孟
子
曰
、
聖
王
不
作
、
諸
侯
放
恣
、
処
士
横
議
、
楊
朱
墨
翟
之
言
盈
天
下
。
天

下
之
言
、
不
帰
楊
則
帰
墨
。
当
時
楊
墨
之
道
天
下
ニ
行
ハ
ル
。
孟
子
之
ヲ
排
シ

孔
子
ノ
道
ヲ
弘
ム
。
韓
退
之
、之
ヲ
称
賛
シ
テ
其
功
禹
ノ
下
ニ
ア
ラ
ス
ト
ナ
ス
。

後
之
ヲ
亜
聖
公
ト
称
ス
。

孟
子
書
◯
今
伝
ハ
ル
モ
ノ
ハ
七
篇
ナ
リ
。
其
作
者
未
詳
。

司
馬
遷
ハ
孟
子
自
ラ
編
ス
ル
モ
ノ
ト
云
フ
。
又
門
人
ノ
作
ト
云
モ
ア
リ
。

林
謹マ

マ

思
［
林
慎
思
］、
韓
退
之
、
薜
徳
温
［
薛
瑄
］、
晁
以
道
［
晁
説
之
］、
此

四
人
ハ
孟
子
ノ
門
人
ノ
作
ル
所
ト
云
フ
説
ナ
リ
。

司
馬
遷
、
趙
岐
、
郝
中マ

マ

輿
［
郝
仲
輿
（
郝
敬
）］

此
三
人
ハ
孟
子
自
作
ノ
説
ナ
リ
。
又
孟
子
ノ
作
タ
ル
モ
ノ
ヲ
門
人
ガ
潤
色
校
正

シ
タ
リ
ト
云
一
説
ア
リ
。

旧
ト
孟
子
ニ
ハ
七
篇
ノ
外
ニ
四
篇
ア
リ
。
都
合
十
一
篇
ナ
リ
。
性
善
弁
篇
。
文

説
篇
。孝
経
篇
。為
政
篇
。此
四
篇
ハ
外
篇
ト
云
ヒ
本
篇
七
篇
ヲ
内
篇
ト
言
ヘ
リ
。

孟
子
学
◯
其
学
ハ
孔
子
ヲ
祖
述
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
荀
子
楊
子
ト
同
シ
。

孟
子
頌
揚
孔
子
曰
、
自
生
民
以
来
未
有
孔
子
也
。
曰
、
自
生
民
以
来
未
有
夫
子

也
。
又
曰
、
自
生
民
以
来
未
有
盛
於
孔
子
者
也
。

是
ヲ
以
テ
孟
子
孔
子
ヲ
尊
崇
セ
シ
コ
ト
知
ヘ
シ
。

孔
門
諸
弟
各
孔
子
ヲ
祖
述
ス
ト
雖
、
各
其
一
端
ニ
偏
シ
テ
諸
説
随
従
テ
分
ル
。

孟
子
ノ
時
ニ
至
テ
益
相
離
ル
。
当
時
蘇
秦
張
儀
ノ
学
大
ヒ
ニ
天
下
ニ
行
ハ
レ
孔

学
大
ニ
衰
微
シ
タ
ル
ヲ
見
テ
孟
子
大
ニ
慨
嘆
シ
、
子
思
ノ
門
ニ
就
テ
其
本
旨
ヲ

奉
シ
正
道
ヲ
開
カ
ン
ト
セ
リ
。
子
思
ハ
曽
子
ヨ
リ
伝
ハ
リ
、
曽
子
ハ
孔
子
ノ
直

弟
子

ニ
シ
テ
其
道
ノ
正
義
ヲ
受
ケ
タ
ル
モ
ノ
ト
ス
。
故
ニ
孟
子
ノ
伝
ル
所
尤
モ

孔
子
ノ
道
ニ
適
切
ナ
ル
モ
ノ
ナ
リ
ト
称
ス
。
然
レ
ト
モ
其
説
ク
所
多
少
孔
子
ト

異
ナ
ル
ア
リ
テ
、
且
ツ
其
力
ノ
孔
子
ニ
及
ハ
サ
ル
ハ
後
学
ノ
説
ヲ
見
テ
知
ル
ヘ

シ
。

程
子
曰
、
未
敢
便
道
他
是
聖
人
、
然
学
已
到
至
処11

。

孔
子
言
フ
所
ハ
判
然
ト
シ
テ
外
ニ
其
意
ヲ
示
サ
ス
。
孟
子
ハ
言
ニ
過
キ
其
意
ヲ

外
ニ
示
ス
故
ニ
人
ノ
評
難
ヲ
受
ル
ニ
到
ル
。
之
レ
孔
ヨ
リ
劣
ル
所
以
ナ
リ
。
然

レ
ト
モ
孟
子
ハ
其
時
勢
ノ
大
ニ
孔
子
ノ
時
ト
異
ナ
ル
ヲ
以
テ
権
謀
ヲ
用
サ
ル
ヲ

得
サ
ル
ノ
事
情
ア
リ
。
且
ツ
孟
子
ハ
孔
子
ノ
説
ニ
異
ナ
ル
所
ア
リ
。（
１
）
程

子
曰
、
中マ

マ

尼
只
説
一
個マ

マ

仁
字
、
孟
子
開
口
便
説
仁
義11

。
然
レ
ト
モ
仁
義
固
ヨ
リ

孟
子
ニ
始
メ
テ
始
マ
ル
ニ
ア
ラ
ス
。
其
前
已
ニ
此
語
ア
リ
。
易
説
卦
云
、
立
人

之
道
曰
仁
［
与
］
義
。
兼
三
才
而
両
之
。

中
庸
云
、
仁
者
人
也
、
親
々
為
大
。
義
者
宜
也
、
尊
賢
為
大
。

老
子
云
、
大
道
廃
有
仁
義
。

其
他
仁
義
ノ
文
字
、
墨
子
ニ
列
子
ニ
関
尹
子
ニ
鶡
冠
子
ニ
出
ツ
。
然
レ
ト
モ
他

書
ニ
ハ
往
々
仁
義
ノ
二
字
ヲ
見
ル
ノ
ミ
ニ
テ
、
孟
子
ニ
至
テ
始
メ
テ
其
別
ヲ
詳

ニ
ス
。
故
ニ
仁
義
ノ
二
字
ハ
孟
子
ヨ
リ
始
マ
ル
ト
云
モ
不
可
ナ
ラ
ス
。

（
２
）
程
子
曰
、
仲
尼
只
説
一
箇
志
、
孟
子
便
説
許
多
養
気
出
来11

。

（
３
）
又
曰
、
孟
子
亦
説
一
箇
良
心
来
。
良
心
ノ
事
孟
子
ニ
始
マ
ル
。
然
レ
ト

モ
古
書
ニ
ハ
道
心
ト
云
フ
コ
ト
ア
リ
。
其
義
良
心
ト
近
シ
（
道
心
之
字
見
于
古

書
─
尚
書
及
ヒ
荀
子
）

（
４
）
程
子
曰
、孟
子
有
大
功
於
世
、以
其
善
言
性
善
也
。
性
善
［
養
気
］
之
論
、

［
皆
］
前
聖
所
未
発
。

然
レ
ト
モ
古
書
中
全
ク
ナ
キ
ニ
ア
ラ
ス
。
詩
大
雅
蒸マ

マ

民
云
、
天
生
蒸マ

マ

民
云
々
。
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易
繫
辞
云
、
一
陰
一
陽
云
々
。
魯
論
云
、
性
相
近
［
也
］、
習
相
遠
也
。

又
云
、
人
之
生
也
直
、
罔
之
生
也
幸
［
而
］
免
。

又
云
、
仁
遠
乎
哉
、
我
欲
仁
、
斯
仁
至
矣
。

又
云
、
道
不
遠
人
。

中
庸
云
、
命
天
命
［
之
］
謂
之マ

マ

性
、
率
性
［
之
］
謂
之マ

マ

命
道
。

物
徂
徠
ハ
性
善
ノ
説
ハ
老
荘
ノ
中
ニ
始
マ
ル
ト
云
フ
ト
雖11

、
判
然
タ
ル

其
字
ダ

モ
其
書
ニ
見
エ
ス
。
甚
タ
疑
フ
ヘ
シ
。
性
ヲ
云
フ
ハ
孔
孟
ニ
始
マ
ル
ト
ス
ヘ
シ
。

孟
子
ヲ
貴
ヒ
タ
ル
ハ
宋
儒
ヨ
リ
始
マ
ル
。古
ハ
大
ニ
之
ヲ
貶
セ
シ
モ
ノ
ナ
リ（
桂

啓
房
芳
ハ
性
ハ
老
荘
ヨ
リ
始
マ
ル
ノ
説
ア
リ
）

次
ニ
孔
孟
ノ
別

（
１
）孔
言
少
ク
孟
弁
過
ク
。（
２
）孔
ハ
意
ヲ
外
ニ
顕
サ
ス
孟
ハ
意
ヲ
外
ニ
示
ス
。

（
３
）孔
ハ
仁
ノ
ミ
孟
ハ
仁
義
。（
４
）孔
ハ
志
孟
ハ
許
多
養
気
。（
５
）孟
ハ
良
心
。

（
６
）
孟
ハ
性
論
。

孟
子
ノ
説
ク
ト
コ
ロ
孔
子
ノ
言
ハ
サ
ル
ト
コ
ロ
ヲ
交
ユ
ト
雖
、
要
ス
ル
ニ
孔
学

ノ
範
囲
ヲ
脱
ス
ル
能
ハ
ス
。
其
説
ク
所
皆
孔
子
ヲ
祖
述
シ
其
意
ヲ
開
張
ス
ル
ニ

ア
リ
。

孟
子
ノ
説
ク
所
ノ
仁
義
ナ
ル
者
礼
智
ナ
ル
モ
ノ
皆
孔
子
ノ
仁
ノ
字
ヲ
活
用
シ
来

ル
ノ
ミ
。
其
書
ニ
ハ
単
ニ
仁
ト
云
フ
ナ
リ
。
重
テ
仁
義
ト
云
ヒ
仁
義
礼
智
ト
云

フ
ア
リ
。

（
１
）
仁
（
２
）
義
仁
義
（
３
）
仁
義
礼
智

此
仁
ナ
ル
者
全
ク
利
ト
相
反
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
。
然
レ
ト
モ
此
利
ナ
ル
モ
ノ
ハ

私

欲
小
利
ヲ
云
フ
ノ
ミ
。

孟
子
ノ
孔
子
ヲ
祖
ト
ス
ル
其
記
ヲ
引
ク
ニ
、

孟
子
曰
（
ａ
）
乃
所
願
則
［
学
］
孔
子
［
也
］（
ｂ
）
自
有
生
民
以
来
未
有
孔

子
也
（
ｃ
）
孔
子
之
謂
集
大
成

孟
子
ハ
孔
子
ヨ
リ
世
ノ
後
レ
タ
ル
ヲ
以
テ
、
其
説
ク
所
稍
異
ナ
ル
所
ア
ル
ニ
至

ル
モ
勢
ノ
止
ム
能
ハ
サ
ル
ナ
リ
。

范
氏
曰
、
蓋
孔
子
之
言
、
為
邦
之
正
道
。

孟
子
之
言
、
救
時
之
急
務
、
所
以
不
同11

。
且
ツ
孔
子
ハ
言
少
フ
シ
テ
孟
子
ハ
弁

ヲ
好
ム
。
故
其
書
論
理
ノ
正
シ
カ
ラ
サ
ル
ト
コ
ロ
一
ナ
ラ
ス
。
弁
ニ
過
テ
却
テ

瑕
ヲ
求
ム
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

孟
子
ノ
仁
義
ナ
ル
モ
ノ
如
何
ヲ
知
ラ
ト
ン
ト
ス
ル
ニ
、

孟
子
曰
、［
夫
］
仁
、
天
之
尊
爵
也
、
人
之
安
宅
也
。

仁
、人
之
安
宅
也
。
義
、人
之
正
路
也
。
仁
、人
心
也
。
義
、人
路
也
。
仁
也
者
、

人
也
。
合
而
言
之
、
道
也
。
又
引
孔
子
之
言
曰
、
道
二
、
仁
与
不
仁
而
已
矣
。

是
ニ
由
テ
見
レ
ハ
孟
子
ノ
道
ハ
仁
義
ニ
ア
ル
コ
ト
知
ル
ヘ
シ
。
猶
ホ
孔
子
ノ
仁

ヲ
以
テ
道
ト
ナ
ス
カ
如
シ
。
孟
子
仁
義
ヲ
以
テ
道
ト
ナ
ス
ハ
、
仁
義
ハ
人
ノ
本

心
ナ
リ
、
仁
義
ノ
外
ハ
本
心
ニ
ア
ラ
サ
ル
ナ
リ
。
故
ニ
曰
ク
、
人
皆
忍
ヒ
サ
ル

ノ
心
ア
リ
。
人
ノ
井
ニ
入
ラ
ン
ト
ス
ル
ヲ
見
レ
ハ
惻
隠
ノ
心
ヲ
生
ス
。
其
心
タ

ル
ヤ
乃
チ
仁
ナ
リ
。
之
レ
人
ノ
本
心
ニ
性
来
仁
ノ
端
ア
ル
所
以
ナ
リ
。
又
人
ニ

羞
悪
ノ
心
ア
リ
辞
譲
ノ
心
ア
リ
是
非
ノ
心
ア
リ
。是
則
仁
義
礼
智
ノ
一
端
ナ
リ
。

此
四
端
ナ
ル
キ
モ
ノ
ハ
人
ニ
ア
ラ
サ
ル
ナ
リ
。

何
故
ニ
孟
子
ハ
人
ヲ
シ
テ
此
仁
義
ニ
従
ハ
サ
ル
ヲ
得
サ
ル
モ
ノ
ト
ナ
セ
シ
カ
ヲ

考
フ
ル
ニ
、
孟
子
ハ
之
ヲ
以
テ
善
ト
ス
レ
ハ
ナ
リ
。

孟
子
曰
、
人
性
之
善
也
、
猶
水
之
就
下
也
。
人
無
［
有
］
不
善
、
水
無
有
不
下
。

斯
ク
孟
子
ハ
人
ノ
性
ヲ
以
テ
善
ト
シ
堯
舜
ハ
則
其
性
ニ
従
フ
モ
ノ
ト
シ
桀
紂
ハ

其
天
然
ニ
ノ
性
ニ
悖
ル
モ
ノ
ト
ス
。
人
ノ
悪
ナ
ル
ハ
私
欲
ノ
為
メ
ニ
制
セ
ラ
ル

丶
モ
ノ
ニ
シ
テ
本
然
ノ
性
ヲ
失
フ
ヨ
リ
外
ナ
ラ
ス
。
人
生
ル
丶
ヤ
良
心
ヲ
有
ス

ト
雖
、
私
欲
ノ
為
メ
ニ
常
ニ
其
性
ヲ
害
フ
モ
ノ
ニ
シ
テ
其
実
性
悪
ナ
ル
ニ
ア
ラ

ス
。
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孟
子
ハ
人
ノ
性
ニ
従
フ
ヲ
以
テ
天
ニ
従
フ
モ
ノ
ト
ス
。
其
天
ナ
ル
モ
ノ
ハ
心
意

ヲ
有
ス
ル
神
ノ
如
キ
モ
ノ
ニ
考
フ
ル
如
シ
。故
ニ
天
意
ニ
従
フ
ヲ
以
テ
道
ト
ス
。

斯
ク
天
意
ニ
従
フ
ヨ
リ
、
浩
然
ノ
気
ヲ
養
フ
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
説
ク
ナ
リ
。
猶
孔

子
ノ
天
ヲ
楽
ム
ト
一
般
ナ
リ
。

其
為
気
也
至
大
至
剛
、
以
直
養
而
無
害
、
則
充マ

マ

塞
于
天
地
之
間
。
又
為
其マ

マ

気
也

配
義
与
道
。
無
是
餒
也
。

此
浩
然
ノ
気
タ
ル
ヤ
孔
子
ノ
未
タ
説
カ
サ
ル
ト
コ
ロ
ニ
シ
テ
孟
子
始
メ
テ
言

フ
。
道
徳
ノ
道
是
ニ
至
テ
始
メ
テ
備
ハ
ル
。
凡
ソ
人
タ
ル
モ
ノ
生
レ
テ
天
然
ノ

気11

ニ
従
ヒ
仁
義
ヲ
守
リ
人
道
ヲ
尽
ス
ト
キ
ハ
自
カ
ラ
足
ル
ト
コ
ロ
ア
リ
テ
、
浩

然
ノ
気
タ
ル
ヤ
天
地
自
然
ノ
気
ニ
シ
テ
、
人
ニ
シ
テ
道
ヲ
守
ル
ト
キ
ハ
天
地
化

育
ノ
気
ノ
如
ク
宇
宙
間
ニ
満
テ
至
ラ
サ
ル
所
ナ
キ
横11

大
ノ
気
ヲ
云
フ
ナ
リ
。

◯
孟
子
政
治
論
◯

孟
子
ノ
政
治
ヲ
説
ク
ヤ
孔
子
ニ
同
ク
仁
義
ヲ
以
テ
本
ト
ス
。

孟
子
説
梁
恵
王
曰
、
王
何
必
曰
利
、
亦
有
仁
義
而
已
矣
。

又
曰
、
苟
為
後
義
而
先
利
、
不
奪
不
厭
。

又
曰
、
未
有
仁
而
遺
其
親
者
也
、
未
有
義
而
後
其
君
者
也
。

此
等
ニ
ヨ
リ
テ
観
レ
ハ
、
孟
子
ハ
仁
義
ヲ
本
ト
シ
テ
政
道
ヲ
説
キ
伝
専
ラ
利
欲

ヲ
戒
ム
ル
モ
ノ
ト
知
ル
ヘ
シ
。

又
曰
、
仁
者
無
敵
。

又
曰
、
君
子
［
有
］
不
戦
、
々
必
勝
矣
。

又
曰
、
国
君
好
仁
、
天
下
無
敵
矣マ

マ

。

人
ヲ
仁
ヲ
修
ム
レ
ハ
天
下
敵
ス
ル
モ
ノ
ナ
ク
戦
ハ
ス
シ
テ
勝
ヲ
制
ス
ル
コ
ト
ヲ

得
ル
ナ
リ
。

斯
ク
孟
子
ハ
仁
義
ヲ
以
テ
政
本
ト
ス
ル
ヲ
以
テ
、
道
徳
ト
政
治
相
混
シ
タ
ル
ハ

孔
子
ニ
同
シ
。

孟
子
ハ
多
少
人
民
ノ
権
理
ヲ
説
キ
大
ニ
之
ヲ
重
ス
ル
風
ア
リ
。
之
ヲ
証
セ
ン
ト

ス
ル
ニ
先
ツ
支
那
ニ
テ
孟
子
以
前
ノ
ニ
民
権
ノ
説
ア
ル
モ
ノ
ヲ
引
カ
ン
。

書
五
子
之
歌
─
民
惟
邦
本
、
本
固
邦
寧
。

関
尹
子
三
極
篇
─
聖
人
不
以
一
己
治
天
下
、
而
以
天
下
治
天
下
。

亢
倉
子
君
道
篇
─
夫
国
以
人
為
本
、
人
安
則マ

マ

国
安
。

孟
子
曰
、
左
右
皆
曰
覧マ

マ

、
未
可
也
。
諸
大
夫
皆
曰
覧マ

マ

、
未
可
也
。
国
人
皆
曰

覧マ
マ

、
然
後
察
之
。

又
曰
、
天
子
不
能
以
天
下
与
人
。

又
曰
、
民
為
貴
、
社
稷
次
之
、
君
為
軽
。

孟
子
又
引
書
太
誓
曰
、
天
視
自
吾
我
［
民
］
視
、
天
聴
自
我
民
聴
。

孟
子
以
前
ニ
孟
子
民
権
ノ
説
ナ
キ
ニ
非
ス
ト
雖
、
孟
子
ニ
至
テ
始
メ
テ
民
ノ
国

本
ニ
シ
テ
君
ヨ
リ
重
キ
コ
ト
ヲ
説
キ
タ
ル
コ
ト
明
ナ
リ
。
此
点
ニ
於
テ
ハ
孔
子

ト
稍
異
ナ
ル
所
ナ
リ
。

孔
子
曰
、
非
天
子
、
不
議
礼
、
不
制
度
、
不
考
文
。

又
曰
、
民
可
使
由
之
、
不
可
使
知
之
。

要
ス
ル
ニ
孟
子
ノ
政
道
ハ
孔
子
ト
同
ク
仁
義
道
徳
ヲ
本
ト
ス
。
而
シ
テ
其
異
ナ

ル
ハ
孟
子
ハ
君
ヲ
軽
ト
シ
民
ヲ
重
ト
ス
ル
ニ
ア
リ
。

批
評

孟
子
ヲ
評
ス
ル
ハ
ニ
ハ
孔
子
ト
同
理
ヲ
以
テ
ス
ヘ
シ
。
唯
別
ニ
一
評
ヲ
加
ヘ
ン

ト
欲
ス
ル
ハ
、
孟
子
ノ
仁
義
ノ
心
天
然
人
ニ
備
ハ
ル
ト
云
フ
点
ニ
ア
リ
。
人
ノ

井
ニ
入
ラ
ン
ト
ス
ル
ヲ
見
レ
ハ
之
ヲ
救
ハ
ン
ト
ス
ル
心
ア
リ
テ
出
テ
ツ
。
是
レ

人
ニ
天
然
ノ
性
、仁
義
ヲ
有
ス
ル
ヲ
以
テ
ナ
リ
ト
云
フ
。
西
洋
ノ
説
ニ
従
フ
ニ
、

人
ノ
井
ニ
落
チ
ン
ト
ス
ル
ニ
ハ
自
身
ノ
方
ニ
苦
ヲ
感
シ
其
苦
ヲ
去
ラ
ン
ト
ス
ル

ニ
ハ
其
人
ヲ
助
ケ
サ
ル
ヲ
得
ス
、
唯
一
ニ
之
ヲ
天
性
ト
云
フ
ヲ
得
ス
。
孟
子
ノ

所
謂
良
心
即
惻
隠
ノ
心
ア
ル
ト
云
フ
ハ
「
コ
ン
シ
ン
ス
」［Conscience

］
ノ
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事
ナ
リ
。

先
ツ
性
ノ
善
悪
ヲ
説
カ
ン
ト
ス
ル
ニ
ハ
第
一
ニ
性
ト
ハ
如
何
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
云
ヒ

善
ト
ハ
如
何
ナ
ル
事
ヲ
云
フ
カ
ヲ
定
メ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
。
而
シ
テ
后
其
善
悪
ヲ

説
ク
ヘ
シ
。
孟
子
ノ
性
ト
ハ
（H

um
an N

ature

）
ノ
事
ナ
ル
ヘ
シ
。
之
ヲ
一

チ
ニ
善
ト
云
ヒ
更
ニ
其
定
義
ヲ
先
定
セ
サ
ル
ハ
其
論
極
テ
疎
ナ
リ
ト
云
フ
ヘ

シ
。

孟
子
ノ
性
ハ
宋
儒
ノ
性
ト
ハ
異
ナ
ル
所
ア
ル
ヲ
覚
ユ
。

◯
荀
子

荀
子
、
名
ハ
況
。
後
世
尊
称
シ
テ
荀
卿
ト
云
フ
。
趙
ノ
人
ナ
リ
。
又
ハ
孫
卿
ト

云
フ
。
漢
ノ
宣
帝
ノ
諱
荀
ト
云
フ
ヲ
以
テ
ナ
リ
。
少
時
斉
ニ
遊
フ
。
讒
ヲ
得
テ

遁
レ
テ
楚
ニ
至
リ
春
申
君
ニ
登
用
セ
ラ
レ
楚
蘭
陵
令
ト
ナ
ル
。
春
申
君
死
シ
テ

後
荀
子
此
ニ
家
ス
。
李
斯
、
韓
非
子
皆
其
門
人
ナ
リ
。
荀
子
ノ
意
タ
ル
ヤ
孔
子

ノ
道
ヲ
明
ニ
セ
ン
ト
ス
ル
ニ
ア
リ
。
故
ニ
孟
子
ト
共
ニ
孔
子
ノ
道
ヲ
伝
ル
者
ナ

レ
ト
モ
稍
其
見
ル
ト
コ
ロ
ヲ
異
ニ
ス
ル
ヲ
以
テ
荀
子
ハ
孟
子
ヲ
容
レ
ス
。
又
荘

子
ヲ
譖
ル
。

荀
子
一
家
ノ
説
タ
ル
ヤ
性
悪
礼
偽
ノ
一
事
ナ
リ
。
故
ニ
后
人
荀
子
ヲ
悪
ム
モ
ノ

多
シ
。
然
レ
ト
モ
其
意
孔
子
ヲ
祖
述
ス
ル
ニ
ア
ル
ヤ
明
ナ
リ
。

方
孝
儒マ

マ

［
方
孝
孺
］
曰
、
妄
為
蔓
衍
不
経
之
詞マ

マ

、
以
蛆
蠧
孟
子
之
道
、
其
区
々

之
［
私
］
心
不
過
欲
求
異
于マ

マ

人
、
而
不
自
知
卒
為
斯
道
讒
賊
也11

。
之
レ
荀
子
ヲ

悪
セ
シ
言
ナ
リ
。
日
本
物
徂
徠
荀
子
ヲ
弁
護
セ
リ
。
徂
徠
曰
、
今
不
読
其
書
而

輙
言
之
、
耳
食
者
又
従
而
和
之
、
豈
不
悲
哉11

。

其
実
荀
子
ハ
漫
リ
ニ
譖
ル
ヘ
キ
モ
ノ
ニ
ア
ラ
サ
ル
ナ
リ
。

荀
子
三
十
二
篇
、
巻
数
二
十
ア
リ
。

勧
学
篇
、
天
論
篇
、
性
悪
論
、

此
三
篇
ハ
全
部

中
尤
モ
読
ム
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
リ
。

文
章
ヲ
以
テ
論
ス
レ
ハ
冗
長
渋
晦
ニ
シ
テ
明
瞭
ナ
ラ
ズ
。
当
時
孔
子
ノ
時
道
大

ニ
衰
ヘ
テ
世
間
ニ
行
ハ
レ
ス
。
荀
子
之
ヲ
憂
ヒ
其
教
ヲ
再
興
セ
ン
ト
欲
ス
。

孟
子
ト
異
ナ
ル
所
ハ
性
悪
ト
礼
儀マ

マ

ト
ノ
二
点
ニ
ア
リ
。

◯
荀
子
学
源

天
論
篇
ニ
就
テ
考
ル
ニ
天
自
ラ
常
ニ
行
フ
ノ
道
ナ
リ
。
其
道
タ
ル
ヤ
堯
ノ
時

ニ
存
シ
テ
桀
ノ
時
ニ
亡
フ
ル
ニ
ア
ラ
ス
。
常
ニ
存
シ
常
ニ
行
ハ
ル
丶
モ
ノ
ナ

リ
。
人
ト
シ
テ
此
道
ニ
従

ヘ
ハ
聖
人
ト
ナ
リ
テ
興
リ
之
ニ
反
ス
レ
ハ
悪
ト
ナ
リ

亡
フ
。
堯
ノ
興
リ
桀
ノ
亡
フ
ル
唯
此
道
ニ
従
フ
ト
従
ハ
サ
ル
ト
ニ
ア
ル
ノ
ミ
。

君
子
小
人
ノ
別
モ
亦
唯
此
ニ
由
ル
。
是
即
チ
天
地
自
然
ノ
法
ニ
シ
テ
「
子
セ
シ

テ
ー
」［N

ecessity

］
ノ
義
ニ
稍
合
ス
ル
カ
如
シ
。

人
性
ノ
悪
善
亦
此
道
ニ
ヨ
リ
テ
分
ル
丶
モ
ノ
ト
ス
。
性
悪
篇
ニ
ヨ
リ
テ
見
ル
ニ

人
生
ル
丶
ト
キ
利
ヲ
始
好
ム
ノ
欲
ア
リ
又
人
ヲ
悪
ム
ノ
性
ア
リ
声
色
ノ
欲
ア

リ
。
其
性
ニ
従
ヘ
ハ
争
奪
乱
賊
淫
濫
ノ
風
起
リ
仁
義
忠
信
地
ヲ
掃
フ
ニ
至
ル
ヘ

シ
。
其
悪
性
ヲ
転
シ
テ
善
ト
ナ
サ
ン
ト
欲
セ
ハ
良
師
ニ
就
キ
善
教
ヲ
待
タ
サ
ル

ヘ
カ
ラ
ス
。
故
ニ
荀
子
ノ
説
タ
ル
ヤ
悪
ハ
人
ノ
本
来
ノ
性
ナ
リ
善
ハ
偽
造
ノ
果

ナ
リ
。
是
レ
孟
子
ト
荀
子
ト
異
ナ
ル
所
ナ
リ
。
人
ノ
性
タ
ル
ヤ
学
テ
得
ヘ
キ
モ

ノ
ニ
ア
ラ
ス
。
天
然
ノ
性
也
。
其
学
ヲ
得
ヘ
キ
ハ
礼
ナ
リ
。
人
ノ
善
ト
ナ
ル
ハ

本
性
ヲ
矯
正
シ
得
ル
ナ
リ
。
荀
子
曰
、
人
ノ
性
タ
ル
ヤ
饑
レ
ハ
食
ヲ
欲
シ
労
シ

テ
休
ヲ
欲
ス
。
故
ニ
其
時
ニ
臨
ン
テ
父
兄
ニ
辞
譲
セ
サ
ル
ハ
本
性
ナ
レ
ト
モ
其

父
兄
ニ
辞
譲
ス
ル
ハ
本
性
ニ
ア
ラ
ス
。
其
辞
譲
ナ
ル
者
ハ
強
学
思
慮
シ
テ
初
メ

テ
得
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

又
孟
子
ヲ
駁
シ
テ
曰
ク
、
若
シ
人
ノ
本
性
善
良
ナ
レ
ハ
聖
人
用
ユ
ル
所
ナ
シ
。

其
性
ニ
従
テ
可
ナ
リ
。
然
ル
ニ
聖
人
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
テ
刑
法
ヲ
立
テ
政
度
ヲ
起

ス
所
以
ハ
人
ノ
性
悪
ナ
レ
ハ
ナ
リ
ト
云
フ
。
以
上
三
点
ヲ
概
ス
ル
ニ
孟
子
ハ
人

ノ
性
ハ
善
ナ
レ
ト
モ
他
ヨ
リ
其
性
ヲ
晦
マ
レ
テ
悪
ニ
赴
カ
シ
ム
。
荀
子
ハ
悪
ハ
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本
性
ニ
シ
テ
善
ハ
偽
性
ナ
リ
ト
ス
。
荀
子
ハ
天
ニ
常
行
ノ
道
ア
リ
之
ニ
順
ス
レ

ハ
吉
ト
ナ
リ
善
ト
ナ
リ
之
ニ
逆
ヘ
ハ
凶
ト
ナ
リ
悪
ト
ナ
リ
、
之
ニ
順
フ
ハ
天
性

ヲ
矯
正
シ
テ
後
得
ヘ
キ
ナ
リ
。
何
ニ
由
テ
矯
正
ス
ヘ
キ
ヤ
。
礼
儀
ニ
ヨ
ル
ナ
リ
。

之
ニ
由
テ
天
性
ヲ
矯
正
シ
テ
常
行
ノ
道
ニ
順
応
ス
ル
ヲ
得
ル
ナ
リ
。
之
レ
荀
子

全
篇
ノ
主
意
ナ
リ
。
此
理
ヲ
推
シ
テ
勧
学
ノ
道
ヲ
立
ツ
。
人
ノ
本
性
ハ
悪
ニ
シ

テ
之
ヲ
善
ク
ス
ル
ニ
ハ
学
問
教
育
ノ
道
ヲ
用
ヰ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
。

荀
子
曰
、
木
受
縄
則
直
、
金
就
礪
則
利
。

又
曰
、
君
子
［
生
］
非
異
也
、
善
仮
於
物
也
。

君
子
ト
ナ
リ
聖
人
ト
ナ
ル
モ
本
性
ヲ
矯
ム
ル
ニ
ア
リ
。
之
ヲ
矯
ム
ル
ニ
ハ
礼
儀

ヲ
以
テ
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
。

荀
子
曰
、
其
文マ

マ

則
始
乎
誦
経
、
終
於
読
礼
。
其
義
則
始
乎
為
士
、
終
乎
為
聖
人
。

又
曰
、
礼
者
法
之
大
分
、
群
類
之
綱
紀
也
。
故
学
至
乎
礼
而
止
矣
。

孟
子
ハ
詩
ヲ
好
ム
、
荀
子
ハ
礼
ヲ
好
ム
、
楊
子
ハ
易
ヲ
好
ム
ト
司
馬
光
ノ
云
ヘ

ル
ア
リ11

。

要
ス
ル
ニ
荀
子
ノ
学
タ
ル
礼
ヲ
知
ル
ニ
ア
リ
。
荀
子
ノ
修
身
ニ
於
ル
ヤ
亦
礼
ヲ

以
テ
行
ヲ
正
ス
ニ
ア
リ
。

荀
子
曰
、
由
礼
則
治
通
、
不
由
礼
則
勃
乱
提
僈
。

又
曰
、
礼
者
所
以
正
身
也
、
師
［
者
］
所
以
正
礼
也
。

是
レ
其
本
ツ
ク
所
孔
子
ノ
学
ニ
ア
リ
。

此
礼
義
ヲ
以
テ
身
ヲ
正
ス
ノ
一
点
ニ
至
リ
テ
ハ
孟
子
モ
荀
子
ニ
異
ナ
ル
コ
ト
ナ

シ
。
孟
子
ハ
辞
譲
ノ
心
ハ
礼
ノ
端
ナ
リ
ト
云
フ
。
唯
異
ナ
ル
ハ
孟
子
ハ
礼
ハ
本

来
ノ
性
ニ
シ
テ
学
ハ
之
ヲ
養
成
ス
ル
ニ
過
キ
ス
ト
ナ
ス
。

荀
子
ノ
政
治
ヲ
論
ス
ル
モ
唯
一
身
上
ノ
事
ヲ
公
衆
ニ
施
コ
ス
ト
云
フ
ニ
過
ス
。

其
帰
ス
ル
所
礼
法
ヲ
以
テ
人
民
ヲ
治
メ
ン
ト
ス
ル
ニ
ア
リ
。

荀
子
曰
、
礼
義
者
治
之
始
也
。

又
曰
、
修
礼
者
主

11

マ
マ

。

又
曰
、
人
生
不
能
無
群
、
群
而
無
分
則
争
、
々
則
乱
、
々
則
離
、
々
則
弱
、
々

則
不
能
勝
物
。
故
宮
室
不
可
得
而
居
也
、
不
可
少
項マ

マ

舎
礼
義
故
之
謂
也
。

荀
子
ノ
所
謂
礼
ナ
ル
モ
ノ
ハ
其
意
義
濶
大
ニ
シ
テ
秩
序
ノ
意
ナ
リ
。西
洋
ノ「
モ

ラ
ル
オ
ル
ダ
ル
」
ト
云
ガ
如
シ
。
人
ノ
生
ル
丶
ヤ
欲
ア
リ
テ
生
ス
。
之
ヲ
其
欲

ス
ル
ト
コ
ロ
ニ
従
ヘ
ハ
人
ハ
争
ハ
サ
ル
ヲ
得
ス
。
之
ヲ
治
メ
ン
ト
欲
セ
ハ
其
分

ヲ
定
テ
礼
ヲ
設
ケ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
。
故
ニ
聖
人
先
ツ
礼
ヲ
定
メ
テ
人
ヲ
シ
テ
常

行
ノ
道
ニ
従
ハ
シ
ム
ル
ニ
ア
リ
。
礼
ハ
則
チ
常
行
ノ
道
ニ
従
ハ
シ
ム
ル
器
械
ナ

リ
。

◯
楊
子

楊
子
、
名
雄
、
字
ハ
子
雲
。
蜀
郡
成
都
ノ
人
ナ
リ
。
幼
ニ
シ
テ
学
ヲ
好
ミ
博
覚

見
サ
ル
ト
コ
ロ
ナ
シ
。
口
吃
ニ
シ
テ
劇
談
ス
ル
能
ハ
ス
。
清
静
無
為
ニ
シ
テ
嗜

欲
少
ナ
ク
巧
名
ヲ
求
メ
ス
而
聖
哲
ノ
書
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
好
マ
ス
。
辞
賦
司
馬
相

如
ニ
擬
ス
。
屈
原
カ
世
ニ
容
レ
ラ
レ
サ
ル
ヲ
悲
ミ
自
カ
ラ
以
為
ラ
ク
、
遇
不
遇

ハ
天
也
何
ソ
身
ヲ
沈
ム
ル
コ
ト
ヲ
セ
ン
ト
。
乃
チ
反
離
騒
ヲ
作
ル
。
年
四
十
余

蜀
ヨ
リ
京
ニ
遊
フ
。
王
音
奇
ノ
門
下
吏
ト
ナ
リ
行
ニ
後
ニ
郎
ニ
除
セ
ラ
レ
王
莽

董
賢
ト
官
ヲ
同
フ
ス
。
莽
位
ヲ
奪
フ
ニ
及
ン
テ
揚
雄
復
侯
タ
ラ
ス
。
転
シ
テ
大

夫
ト
ナ
ル
。
但
古
ヲ
好
ミ
テ
道
ヲ
楽
ミ
名
ヲ
後
世
ニ
伝
ヘ
ン
ト
欲
ス
為
為
ル11

経

ハ
易
ヨ
リ
大
ナ
ル
ハ
ナ
シ
ト
乃
チ
大マ

マ

玄
ヲ
作
ル
。
伝
ハ
論
語
ヨ
リ
大
ナ
ル
ハ
ナ

シ
ト
乃
チ
法
言
ヲ
作
ル
。
史
篇
ハ
倉
頡
ヨ
リ
善
キ
ハ
ナ
シ
ト
乃
チ
州
箴
ヲ
作

ル11

。
賦
ハ
離
騒
ヨ
リ
深
キ
ハ
ナ
シ
ト
及
チ
乃
チ
反
離
騒
ヲ
作
ル
。
辞
ハ
相
如
ヨ

リ
麗
ハ
シ
キ
ハ
ナ
シ
ト
乃
チ
四
賦
ヲ
作
ル
。
而
シ
テ
心
ヲ
内
ニ
用
ヒ
テ
外
ニ
求

メ
ス
。

王
莽
ノ
時
雄
書
ヲ
天
禄
閣
上
ニ
校
ス
。
罷
ヲ
恐
レ
閣
上
ヨ
リ
投
下
シ
幾
ン
ト
死

ス
。
莽
之
ヲ
赦
シ
テ
大
夫
ト
ナ
ス
。
天
鳳
五
年
ニ
卒
ス
。
享
年
七
十
一
（
侯
芭
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ハ
其
門
弟
ナ
リ
）。
雄
没
シ
テ
今
ニ
至
ル
迄
千
八
百
余
年
、
其
法
言
大
ニ
行
レ

テ
大マ

マ

玄
ハ
終
ニ
顕
レ
ス
。

楊
子
法
言
凡
十
巻
。
学
行
吾
子
修
身
ヨ
リ
君
子
孝
至
ニ
至
ル
マ
テ
凡
十
三
篇
ア

リ
。
其
文
全
ク
論
語
ニ
倣
ヒ
問
答
ノ
法
ヲ
用
ユ
。

宋
咸
曰
、
彼
法
言
、
準
夫
論
語
。
文
高
而
絶
、
義
秘
而
淵11

。

司
馬
光
曰
、
孟
子
之
文
直
而
顕
、
荀
子
之
文
富
而
麗
、
楊
子
之
文
簡
而
奥11

。

薜
敬
軒
曰
、
揚
子
法
言
、
意
［
実
］
浅
而
飾
以
短
渋
奇
古
之
詞
、
何
耶

11

マ
マ

。
蓋
シ

楊
子
ハ
学
問
文
章
共
ニ
孟
荀
ニ
及
ハ
サ
ル
ナ
リ
。

楊
子
ノ
学
ハ
全
ク
孔
子
ニ
本
キ
孔
子
ノ
道
ヲ
敷
衍
ス
ル
ニ
外
ナ
ラ
ス
。
故
ニ

吾
子
篇
曰
、
好
書
而
不
要
諸
仲
尼
、
書
肆
也
。
好
説
而
不
見
諸
仲
尼
、
説
鈴
也
。

又
曰
、
仲
尼
之
道
、
猶
四
瀆
也
。
経
営
中
国
、
終
入
大
海
。

又
自
ラ
謂
ル
コ
ト
ア
リ
。
道
ニ
入
ル
ニ
ハ
孔
子
ハ
戸
ナ
リ
。
故
ニ
楊
子
ノ
修
身

ヲ
説
ク
モ
政
治
ヲ
説
ク
モ
皆
孔
子
ノ
意
ニ
外
ナ
ラ
ス
。
但
シ
其
創
称
セ
シ
ト
コ

ロ
ハ
、修
身
篇
云
、人
之
性
也
善
悪
混
、修
其
善
則
為
善
人
、修
其
悪
則
為
悪
人
。

蓋
シ
楊
子
ハ
孟
荀
皆
一
偏
ニ
局
ス
ル
ヲ
知
リ
、
之
ヲ
折
衷
シ
テ
性
ハ
善
悪
相
混

ト
云
ヘ
リ
。

司
馬
光
曰
、
如
孟
子
之
言
、
所
謂
長
善
者
也
。
如
荀
子
之
言
、
所
謂
志11

マ
マ

悪
者
也
。

揚
子
則
兼
之
矣11

。

楊
子
ノ
学
ノ
根
本
ハ
「
人
之
性
也
善
悪
相
混
」
ノ
八
字
ニ
ア
リ
。
故
ニ
啻
ニ
此

ヲ
以
テ
修
身
ノ
本
ト
ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、
其
学
ヲ
論
ス
ル
ニ
、
学
行
篇
云
、
学

者
、
所
以
修
性
也
。
視
聴
言
貌
思
、
性
所
有
也
。
学
則
正
、
否
則
邪
。

人
ノ
性
ハ
本
ト
善
悪
兼
有
ス
ル
モ
ノ
ナ
ル
ユ
ヘ
、
唯
学
ヘ
ハ
善
ナ
レ
ト
モ
学
ハ

サ
レ
ト
モ
悪
ト
ナ
ル
ノ
意
ア
リ
。

又
其
政
治
ヲ
論
ス
ル
モ
、
先
知
篇
云
、
政
之
本
身
也
。

是
レ
修
身
ハ
政
ヲ
ナ
ス
ノ
法
ナ
リ
ト
ノ
意
ナ
レ
ト
モ
修
身
ノ
本
ハ
其
性
ノ
善
ヲ

修
ム
ル
ニ
ア
ル
ガ
故
ニ
楊
子
ノ
学
ノ
根
本
ハ
人
之
性
也
善
悪
混
ノ
七
字
ニ
外
ナ

ラ
ズ
。
是
レ
揚
子
ノ
創
称
ス
ル
ト
コ
ロ
ナ
リ
。

修
身
云
篇
云
、修
身
以
為
之

11

マ
 
マ
　

矢
焉
思
以
為
矢
、立
義
以
為
明

11

マ
マ

、［
奠
］
而
後
発
、々

必
中
矣
（
巧
ニ
修
身
正
思
ノ
法
ヲ
述
ヘ
タ
ル
ナ
リ
）

問
神
篇
云
、
人
心
其
神
矣
乎マ

マ

。
操
則
存
、
捨マ

マ

則
亡
。
能
常
操
而
而
存
者
、
其
惟

聖
人
乎
。（
荘
子
ノ
存
心
説
ト
同
シ
ク
甚
タ
玄
妙
ノ
意
ア
リ
）

五
百
篇
云
、
荘
揚
蕩
而
不
法
、
墨
晏
倹
而
廃
礼
、
申
韓
険
而
無
化
、
鄒
衍
迂
而

不
信
。（
講
師
ノ
説
ニ
ハ
荀
揚
語
而
不
精
ノ
一
句
ヲ
加
ヘ
ン
ト
ス
ト
云
フ
）

大マ
マ

玄
経
ニ
玄
ハ
莫
妙11

測
ル
ヘ
カ
ラ
ス
カ

ラ
サ
ル
ハ
絶
対
（
ア
ブ
ソ
ル
ー
ト
）
ヲ

指
ス
ニ
似
タ
リ
。

対マ
マ離

篇
ニ
云
ク
、
玄
［
者
］
幽
攡
万
類
而
不
見
形
者
也
。
玄
卓
然
示
人
遠
矣
、

曠
然
廓
人
大
矣
、
淵
然
引
人
深
矣
、
渺
然
絶
人
眇
矣
。

近
玄
者
、玄
亦
近
之
。遠
玄
者
、玄
亦
遠
之
。譬
若
天
蒼
々
然
在
於
東［
面
］西［
面
］

南
［
面
］
北
［
面11

］、
仰
而
無
不
在
焉
、
及
其
俛
則
不
見
也
。

玄
枚
篇
云
、
玄
有
一
篇
道
、
一
以
立

11

マ
マ

起
、
一
以
之

11

マ
マ

生
（
玄
ハ
万
物
ノ
原
始
ノ

義
ア
リ
）

玄
者
神
之
魁
也
。
天
以
不
見
為
玄
、
地
以
不
形
為
玄
、
人
以
心
腹
為
玄
。

玄
鴻
綸
天
玄マ

マ

、婁
而
拑［
之
］於
将
来
者
乎
。
大
天11

マ
マ

方
、易
無
時
、然
後
為
鬼
神
也
。

果
シ
テ
然
ラ
ハ
楊
子
モ
亦
人
類
ノ
外
一
種
知
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
モ
ノ
ア
ル
ヲ
信
セ

シ
人
ナ
リ
ト
謂
ハ
サ
ル
ヲ
得
ス
。

註1 

井
上
哲
次
郎
『
井
上
哲
次
郎
自
伝
』
冨
山
房
、
一
九
七
三
年
、
九
頁
。
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2  

大
島
晃
「
井
上
哲
次
郎
の
「
東
洋
哲
学
史
」
研
究
」『
ソ
フ
ィ
ア
：
西
洋
文

化
な
ら
び
に
東
西
文
化
交
流
の
研
究
』
第
四
五
巻
第
三
号
、
一
九
九
六
年
、

三
三
六
頁
。

3  

島
薗
進
（
監
修
）・
島
薗
進
・
磯
前
順
一
（
編
纂
）『
井
上
哲
次
郎
集　

第
九

巻　

論
文
集
、
解
説
』
ク
レ
ス
出
版
、
二
〇
〇
三
年
、
一
七
頁
。
な
お
井
上

哲
次
郎
の
他
の
講
義
の
翻
刻
と
し
て
は
、
明
治
二
六
（
一
八
九
三
）
年
か
ら

翌
年
に
行
わ
れ
た
「
比
較
宗
教
及
東
洋
哲
学
」
の
翻
刻
が
あ
る
（
磯
前
順
一
・

高
橋
原
「
井
上
哲
次
郎
の
「
比
較
宗
教
及
東
洋
哲
学
」
講
義
─
─
解
説
と
翻

刻
─
─
」『
東
京
大
学
史
紀
要
』
第
二
一
号
、
二
〇
〇
三
年
）。

4  

佐
藤
将
之
「
井
上
円
了
思
想
に
お
け
る
中
国
哲
学
の
位
置
」『
井
上
円
了
セ

ン
タ
ー
年
報
』
二
一
号
、
二
〇
一
二
年
、
三
一

−

三
二
及
び
五
三
頁
。

5  

町
泉
寿
郎
「
幕
末
明
治
期
に
お
け
る
学
術
・
教
学
の
形
成
と
漢
学
」『
日
本

漢
文
学
研
究
』
第
一
一
号
、
二
〇
一
六
年
。

6  

二
〇
一
八
年
度
中
に
『
井
上
円
了
セ
ン
タ
ー
年
報
』
上
で
翻
刻
さ
れ
る
予
定

で
あ
る
。

7 

前
傾
注
（
１
）
七
四
頁
。

8 

前
掲
注
（
４
）
五
三
頁
。

9 

一
二
葉
表
。

10 

四
九
葉
表
。

11  

東
京
大
学
法
理
文
三
学
部
編
『
東
京
大
学
法
理
文
三
学
部
一
覧　

従
明
治

一
五
年
至
明
治
一
六
年
』
丸
家
善
七
、一
八
八
二
年
、
二
二
二

−

二
二
五
頁
。

12  

東
京
大
学
三
学
部
編
『
東
京
大
学
法
理
文
三
学
部
一
覧　

従
明
治
一
六
年
至

明
治
一
七
年
』
丸
家
善
七
、一
八
八
四
年
、
二
三
七
頁
。

13  

池
上
哲
司
（
監
修
・
解
題
）・
竹
花
洋
佑
・
西
尾
浩
二
・
朴
一
功
（
翻
刻
・
翻
訳
・

校
閲
）『
フ
ェ
ノ
ロ
サ
「
哲
学
史
」
講
義
』
二
〇
一
三
年
。
村
山
保
史
（
監
修
・

解
題
）・
竹
花
洋
佑
・
西
尾
浩
二
・
朴
一
功
・M

ichael Conw
ay

（
翻
刻
・

翻
訳
・
校
閲
）『
フ
ェ
ノ
ロ
サ
「
哲
学
史
」
講
義
』
二
〇
一
六
年
。
い
ず
れ

も
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
助
成
事
業
基
盤
研
究
（
Ｃ
）「
日
本
に
お

け
る
西
洋
哲
学
の
初
期
受
容
─
─
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
東
大
時
代
未
公
開
講
義
録

の
翻
刻
・
翻
訳
─
─
」（
研
究
代
表
者
：
村
山
保
史
、
研
究
機
関
：
大
谷
大
学
、

領
域
番
号
：25370096

）
の
成
果
で
あ
る
。

14  

②
を
通
じ
て
見
開
き
ペ
ー
ジ
の
左
右
両
端
が
切
り
取
ら
れ
て
お
り
、
見
開
き

時
に
常
に
③
表
紙
の
「
明
治
十
九
年
二
月
十
二
日
」
の
文
字
が
右
側
に
見
え

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

15  

③
か
ら
⑤
ま
で
は
、
島
田
重
礼
の
明
治
一
九
（
一
八
八
六
）
年
か
ら
翌
年
に

掛
け
て
の
講
義
の
記
録
と
思
わ
れ
る
（
前
掲
注
（
５
）
一
一
頁
）。

16 

一
四
葉
表
。

17  

前
掲
注
（
11
）
一
一
三
頁
、
二
〇
九
頁
。
ま
た
前
掲
注
（
12
）
一
二
〇
頁
、

二
一
六
頁
。
明
治
一
五

−

一
六
年
度
に
つ
い
て
は
「
東
京
大
学
第
三
年
報
」

に
お
い
て
も
確
認
で
き
る（『
東
京
大
学
年
報　

第
二
巻
』東
京
大
学
出
版
社
、

一
九
九
三
年
、
二
二
四
頁
）。

18 

前
掲
注
（
１
）
七
四
頁
。

19  

前
掲
注
（
５
）
一
四
一
頁
、
井
上
哲
次
郎
『
支
那
哲
学
史　

巻
一
』
二
松
学

舎
大
学
附
属
図
書
館
蔵
、
四
葉
表

−

裏
。

20  

例
え
ば
、
荘
子
と
ク
セ
ノ
パ
ネ
ス
、
列
子
と
ヘ
ラ
ク
レ
イ
ト
ス
等
（
前
掲
注

（
19
）
井
上
哲
次
郎
、
七
葉
裏
）。

21  
現
在
で
は
「
揚
雄
」「
揚
子
」
と
表
記
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
本
資
料
で

は「
楊
」も
多
く
混
在
し
て
い
る
。
な
お
揚
雄
の
伝
記
的
記
述
は『
漢
書
』「
揚

雄
伝
」
に
基
づ
い
て
い
る
。

22  

海
津
子
享
『
誥
道
大
素
』
は
文
化
六
（
一
八
〇
九
）
年
発
行
の
医
学
書
（
蒲
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原
宏
「
海
津
子
享　

誥
道
大
素
」『
新
潟
県
医
師
会
報
』
第
三
二
一
号
、

一
九
七
六
年
、
表
紙
裏
）。

23 「
昭
公
十
二
年
」
の
誤
り
か
。

24 

カ
タ
カ
ナ
「
シ
」
＋
合
略
仮
名
「
シ
テ
」。

25 「
自
」
を
「
日
」
と
し
て
い
る
。

26 『
白
氏
文
集
』
巻
六
五
「
読
老
子
」

27  

原
資
料
で
は
、
冠
に
「
林
」、
そ
の
下
に
「
兆
」
を
付
け
て
、
合
わ
せ
て
一

字
で
あ
る
か
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

28 「
力
命
篇
」
を
「
ガ
命
篇
」
と
し
て
い
る
。

29  

こ
の
部
分
だ
け
を
取
り
出
せ
ば
、
評
価
の
順
番
と
し
て
「
第
三
期
→
第
二
期

→
第
四
期
」
と
し
て
い
る
よ
う
に
も
読
め
る
が
、
第
三
期
は
「
哲
学
ノ
漸
ク

衰
ヘ
タ
ル
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
に
く
い
。
ま
た
「
第
二
期
→
第

三
期
→
第
四
期
」
と
し
て
も
、
や
は
り
「
哲
学
大
ニ
復
興
ス
」
と
さ
れ
て
い

る
第
四
期
の
評
価
が
低
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
、
不
自
然
で
あ
る
。

30 

円
了
本
は
「
拠
」
と
す
る
（
一
葉
裏
）。

31 

円
了
本
は
「
皈
」（「
帰
」
の
異
体
字
）
と
す
る
（
二
葉
裏
）。

32  

円
了
本
は
「
左
ノ
二
書
」
と
す
る
（
三
葉
裏
）。
こ
の
こ
と
か
ら
「
左
ノ
書
」

と
は
『
異
端
弁
正
』
と
『
老
子
弁
』
を
指
す
こ
と
が
分
か
る
。

33 

清
・
張
海
鵬
『
学
清
討
原
』
を
指
す
。

34 

草
書
体
で
は
「
経
」
の
旁
は
「
聖
」
と
類
似
し
て
い
る
。

35  

円
了
本
は
「
右
四
書
」
と
す
る
（
四
葉
裏
）。「
誥
道
大
素
」
か
ら
「
黄
帝
宅

経
」
ま
で
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。

36  「
呉
才
老
」（
＝
呉
棫
）
で
切
る
べ
き
と
こ
ろ
を
、「
老
」
と
「
朱
」
の
間
に

句
点
が
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

37  「
易
ト
春
秋
ハ
」
よ
り
「
真
作
ト
ナ
ス
コ
ト
ア
リ
。」
ま
で
は
、
円
了
本
で
は

欄
外
に
記
さ
れ
る
（
四
葉
裏

−

五
葉
表
）。

38  

原
資
料
は
「
随
」
の
「
有
」
を
、「
左
」
と
「
日
」
を
上
下
に
組
み
合
わ
せ

た
字
に
作
る
。

39  

佐
藤
一
斎
『
論
語
欄
外
書
』
に
「『
論
語
』
の
書
、
誰
の
編
次
す
る
所
な
る

か
を
知
ら
ず
。
班
孟
堅
云
ふ
、門
人
相
与
に
輯
す
、と
。
鄭
康
成
云
ふ
、仲
弓
・

子
游
・
子
夏
の
撰
定
な
り
、
と
。
柳
子
厚
云
ふ
、
楽
正
子
春
・
子
思
の
徒
に

成
る
、と
。」
と
あ
る
（
吹
野
安
『
佐
藤
一
斎
全
集　

第
六
巻
』
明
徳
出
版
社
、

一
九
九
四
年
、
三
一
頁
）。

40  

円
了
本
に
は
「［
…
…
］
䮞
駁
ナ
リ
ト
。
此
書
ハ
王
粛
ノ
偽
作
ナ
リ
ト
伝
フ
。

本
朝
ニ
テ
ハ
太
宰
純
之
ヲ
信
用
セ
ン
ト
雖
モ
」（
傍
線
引
用
者
）
と
あ
り
（
六

葉
裏
）、
本
資
料
で
は
傍
線
部
が
欠
落
し
て
い
る
。
欠
落
部
分
は
円
了
本
の

丁
度
一
行
分
に
相
当
す
る
。

41 

円
了
本
は
「
閲
」
と
す
る
（
六
葉
裏
）。

42 

陶
宗
儀
『
輟
耕
錄
』
巻
五
。

43 

薛
瑄
『
読
書
録
』
巻
一
。

44 

円
了
本
は
「
徵
」
と
す
る
（
八
葉
裏
）。

45  

円
了
本
は
「
至
ル
」
と
「
周
子
」
の
間
に
「
王
陽
明
ノ
学
派
ア
リ
程
子
ノ
学

派
ア
ル
カ
如
シ
」
が
入
る
（
九
葉
裏
）。

46 「
水
火
」
を
「
人
大
」
と
し
て
い
る
。

47 

円
了
本
は
「
知
仁
勇
」
と
す
る
（
一
二
葉
表
）。

48 
円
了
本
は
「
皈
」
と
す
る
（
一
二
葉
表
）。

49 「
日
月
」
を
「
明
」
と
し
て
い
る
。

50 

円
了
本
は
直
後
に
「
自
評
○
若
聖
与
仁
則
吾
豈
敢
」
が
入
る
（
一
三
葉
裏
）。

51  

円
了
本
に
は
「
詠
而
帰
」
の
後
に
「
孔
子
ノ
此
言
ヲ
嘆
賞
セ
ラ
レ
タ
ル
ヲ
以

テ
見
レ
ハ
其
意
心
ヲ
放
チ
楽
ヲ
専
ラ
ニ
ス
ル
ヲ
以
テ
自
身
ノ
教
本
ト
ナ
ス
ニ
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ア
リ
決
シ
テ
唯
世
ヲ
捨
テ
俗
ヲ
離
ル
丶
ノ
意
ニ
非
ズ
要
ス
ル
ニ
唯
々
楽
ノ
一

事
ニ
ア
リ
而
シ
テ
其
意
ノ
如
ク
ナ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ハ
都
テ
之
ヲ
天
命
ニ
帰
ス
ル

ナ
リ
」
と
あ
り
「
孔
子
冉
伯
牛
ノ
」
と
続
く
（
一
五
葉
表

−

裏
）。

52 

張
載
『
正
蒙
』「
中
正
」。『
近
思
録
』「
為
学
」
に
引
用
あ
り
。

53 

朱
熹
『
論
語
集
注
』「
衛
霊
公
」

54 

朱
熹
『
論
語
集
注
』「
子
張
」

55 「
人
」
を
「
之
」
と
し
て
い
る
。

56 

朱
熹
『
孟
子
集
注
』「
梁
恵
王
章
句
上
」

57 

朱
熹
『
論
語
集
注
』「
子
路
」

58 

朱
熹
『
孟
子
集
注
』「
梁
惠
王
章
句
上
」

59 

改
ペ
ー
ジ
の
前
後
で
「
子
思
曰
」
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。

60  「
中
載
孟
軻
問
、
牧
民
之
道
何
先
。
子
思
子
曰
、
先
利
之
。
軻
曰
、
君
子
之

告
民
者
、
亦
仁
義
而
已
。
何
必
曰
利
。
子
思
子
曰
、
仁
義
者
、
固
所
以
利
之

也
。
上
不
仁
則
不
得
其
所
、
上
不
義
則
楽
為
詐
、
此
為
不
利
大
矣
。」（
宋
濂

『
諸
子
弁
』「
子
思
子
」）

61 

円
了
本
は
「
知
」
と
す
る
（
二
四
葉
表
）。

62 

円
了
本
は
「
元
極　

霊
極　

大
極
」
と
す
る
（
二
五
葉
表
）。

63  

以
下
の
議
論
の
紹
介
は
、井
上
哲
次
郎
「
泰
西
人
ノ
孔
子
ヲ
評
ス
ル
ヲ
評
ス
」

（『
東
洋
学
芸
雑
誌
』
第
四
号
、
一
八
八
二
年
、
五
三
頁
）
に
同
じ
も
の
が
見

え
る
。

64 「
其
書
始
言
一
理
、中
散
為
万
事
、末
復
合
為
一
理
」（
朱
熹
『
中
庸
章
句
』
序
）

65 

朱
熹
『
孟
子
集
注
』「
離
婁
章
句
下
」

66 

陳
士
元
『
孟
子
雑
記
』
巻
一
。

67 

朱
熹
『
孟
子
集
注
』「
孟
子
序
説
」

68 『
二
程
遺
書
』
巻
一
八
。
朱
熹
『
孟
子
集
注
』「
孟
子
序
説
」
に
引
用
あ
り
。

69 

同
書
。

70  「
孟
子
が
性
善
の
説
、
そ
の
実
は
仁
は
心
に
根こ

ん

す
る
こ
と
を
謂
ふ
な
り
。「
我

れ
に
於
い
て
浮
雲
の
如
し
」と
は
、不
義
の
富
貴
を
謂
へ
る
耳の

み

。宋
儒
の
説
は
、

老ら
う

・
荘さ

う

に
流
る
。
学
者
諸
を
察
せ
よ
。」（
小
川
環
樹
訳
注
『
論
語
徴
１
』
平

凡
社
、
一
九
九
四
年
、
一
四
八
頁
）
と
あ
る
。
ま
た
『
弁
道
』
に
「
性
を
言

ふ
は
老
・
荘
よ
り
始
る
。
聖
人
の
道
の
な
き
所
な
り
。」（
吉
川
幸
次
郎
・
丸

山
真
男
・
西
田
太
一
郎
・
辻
達
也
校
注
『
日
本
思
想
大
系
三
六　

荻
生
徂
徠
』

岩
波
書
店
、
一
九
七
三
年
、
二
三
頁
）
と
あ
る
。

71 

朱
熹
『
孟
子
集
注
』「
梁
恵
王
章
句
下
」

72 

円
了
本
は
「
性
」
と
す
る
（
三
七
葉
裏
）。

73 

円
了
本
は
「
広
」
と
す
る
（
三
八
葉
表
）。

74 

方
孝
孺
『
遜
志
斎
集
』
巻
四
「
読
荀
子
」

75 

荻
生
徂
徠
『
徂
徠
集
』
巻
一
八
「
刻
荀
子
跋
」

76 『
揚
子
法
言
』
司
馬
光
序
。

77 「
王
」
を
「
主
」
と
し
て
い
る
。

78 

円
了
本
は
「
…
欲
ス
。
以
為
ラ
ク
経
ハ
…
」
と
続
く
（
四
八
葉
裏
）。

79  

円
了
本
は
「
史
篇
ハ
…
乃
チ
訓
纂
ヲ
作
ル
。
箴
ハ
虞
箴
ヨ
リ
善
キ
ハ
ナ
シ
ト

乃
チ
州
箴
ヲ
作
ル
」
と
す
る
（
四
八
葉
裏
）。

80 

宋
咸
『
揚
子
法
言
』
宋
咸
序
。

81 『
揚
子
法
言
』
司
馬
光
序
。

82 
薛
瑄
『
読
書
録
』
巻
五
。

83 「
去
」
を
「
志
」
と
し
て
い
る
。

84 『
温
国
文
正
公
文
集
』
巻
第
七
二
「
善
悪
混
弁
」

85  「
弓
矯
」
と
す
べ
き
だ
が
、「
弓
」
を
「
之
」
に
、「
矯
」
を
「
矢
」
及
び
「
焉
」

と
し
て
い
る
。
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86 「
的
」
を
「
明
」
と
し
て
い
る
。

87  
円
了
本
は「
霊
妙
」と
す
る（
五
〇
葉
裏
）。「
霊
」の
略
字「
灵
」を
誤
っ
た
か
。

88 「
南
面
」
と
「
西
面
」
が
逆
に
な
っ
て
い
る
。

89 「
三
」
を
「
立
」
と
し
て
い
る
。

90 「
三
」
を
「
之
」
と
し
て
い
る
。

91 「
無
」
を
「
天
」
と
し
て
い
る
。「
无
」
を
誤
っ
た
か
。

　

本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、金
沢
大
学
附
属
図
書
館
よ
り
資
料
の
提
供
を
受
け
た
。

ま
た
、
台
湾
大
学
教
授
・
佐
藤
将
之
先
生
に
便
宜
を
図
っ
て
頂
き
、
東
洋
大
学

教
授
・
三
浦
節
夫
先
生
の
ご
協
力
の
下
、
東
洋
大
学
井
上
円
了
研
究
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
井
上
円
了
「
東
洋
哲
学
史
」
聴
講
ノ
ー
ト
を
直
接
閲
覧
す
る
機
会
を

得
た
。
加
え
て
、
二
松
学
舎
大
学
教
授
・
町
泉
寿
郎
先
生
よ
り
資
料
の
提
供
を

受
け
た
。
各
位
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。
本
研
究
は
、JSPS

科
研
費16J07221

の
助
成
を
受
け
た
。


